
楚
墓
か
ら
漢
墓
へ
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一
埋
葬
施
設
に
お
け
る
開
通
志
向
の
実
現
一

黄

暁

【
要
約
】
　
秦
漢
帝
国
に
よ
る
全
土
的
統
一
以
前
、
長
江
中
流
域
に
広
が
っ
て
い
た
楚
の
文
化
は
墓
制
や
埋
葬
施
設
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
を
も
っ
て
い

た
。
計
画
的
な
古
字
群
、
東
・
南
頭
位
と
上
げ
底
棺
、
複
雑
な
榔
構
造
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
畢
宿
は
ま
た
榔
の
複
雑
化
に
伴
っ
て
、
骨
内
仕
切
板
に

模
造
門
扉
を
発
生
、
発
達
さ
せ
、
他
地
域
に
先
が
け
て
榔
内
開
通
が
達
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
榔
の
密
閉
性
と
い
う
伝
統
を
打
破
す
る
動
き
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
漢
代
以
後
、
前
述
の
戦
国
時
代
楚
墓
の
特
色
の
多
く
が
失
わ
れ
る
一
方
、
榔
の
複
雑
化
と
寮
内
開
通
へ
の
志
向
性
は
受
け
継
が
れ
、
ま
た
統
一
に

よ
っ
て
、
む
し
ろ
他
地
域
へ
と
波
及
す
る
。
大
型
墓
で
は
梛
の
内
外
が
開
通
し
、
つ
い
に
玄
門
を
成
立
さ
せ
、
遅
れ
て
中
小
型
墓
も
墓
道
と
榔
内
と
が
開

通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
墓
内
に
祖
先
祭
祀
を
持
ち
込
み
、
埋
蔵
空
聾
の
立
体
化
と
祭
祀
前
堂
の
創
出
を
発
達
さ
せ
た
典
型
的
な
漢
墓
が
成
立

す
る
た
め
の
素
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
代
に
確
立
し
た
こ
の
新
た
な
祖
先
祭
麗
は
、
漢
帝
国
に
よ
る
儒
教
的
支
配
の
漫
透
と
も
読
み
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
八
巻
五
号
　
一
九
九
五
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

長
江
の
中
流
域
は
か
つ
て
古
代
中
国
の
楚
文
化
が
開
花
し
た
地
域
で
あ
り
、
呉
越
文
化
・
巴
蜀
文
化
と
と
も
に
、
長
江
流
域
の
三
大
文
明
区

域
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
楚
は
も
と
も
と
東
方
の
越
族
の
一
枝
と
言
わ
れ
、
股
周
王
朝
の
付
属
国
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
春
秋
戦
国
期

に
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
颪
に
お
い
て
高
度
な
発
展
を
遂
げ
、
中
国
南
方
の
最
も
代
表
的
な
文
明
地
域
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
楚
と
楚
文
化
に
欄
す
る
研
究
は
、
一
九
二
〇
年
代
初
め
に
楚
の
青
銅
器
が
認
定
さ
れ
て
以
来
、
し
だ
い
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五



照日から漢墓へ（黄）

○
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
楚
の
郵
都
紀
南
城
、
お
よ
び
湖
北
省
・
河
南
省
南
部
・
湖
南
省
な
ど
で
楚
墓
の
発
掘
調
査
が
あ
い
つ
ぎ
、

楚
墓
の
資
料
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
楚
の
青
銅
器
や
陶
器
の
型
式
学
的
研
究
が
一
段
と
進
み
、
湖
南
省
の
一
部
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

域
に
つ
い
て
は
楚
墓
の
編
年
も
試
み
ら
れ
た
。
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
楚
墓
や
楚
の
遺
跡
の
調
査
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
楚
墓
や
楚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

遺
物
の
型
式
学
的
研
究
、
出
土
し
た
文
字
資
料
に
よ
る
楚
墓
年
代
の
同
定
、
彰
徳
維
の
意
字
楚
墓
に
つ
い
て
の
考
察
、
陳
振
裕
に
よ
る
湖
北
省

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
楚
墓
の
綜
合
的
概
述
な
ど
、
地
域
ご
と
の
楚
墓
の
分
類
と
研
究
も
次
々
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
楚
文
化
の
様
相
お
よ
び
地
域
ご
と
の
楚

墓
の
解
明
は
着
実
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
日
本
の
研
究
者
ら
も
同
様
に
文
献
の
考
察
や
考
古
資
料
の
検
証
を
通
じ
て
、
楚
の
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

色
と
周
辺
文
化
と
の
関
係
や
楚
墓
お
よ
び
楚
墓
の
副
葬
口
㎜
に
関
す
る
検
討
な
ど
、
様
々
な
視
点
よ
り
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
楚
の
遺
物
に
関
す
る
研
究
に
比
べ
る
と
、
楚
墓
の
研
究
は
一
部
の
地
域
を
除
い
て
い
ま
だ
に
不
十
分
な
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
く

に
楚
墓
の
型
式
分
類
に
お
い
て
、
分
類
の
た
め
の
分
類
に
陥
る
傾
向
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
楚
墓
に
関
す
る
考
察
と
認
識
は
表
面
的

な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
楚
国
が
滅
亡
し
た
後
の
文
化
動
態
や
楚
墓
と
漢
墓
の
接
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と

ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
研
究
上
の
空
白
域
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
筆
者
は
漢
墓
に
お
け
る
埋
葬
施
設
の
変
遷
過
程
を
、
型
式
学
的
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
蒲
魚
か
ら
室
墓
へ
の
漢
墓
の
変
容
を
考

　
　
⑨

察
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
な
視
野
で
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
地
域
の
墓
制
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
変
容
を
具
体

的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
同
時
に
上
述
の
研
究
の
空
白
域
を
も
克
服
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
調
査
資
料
や
楚
文
化
の
研
究
成

果
に
基
づ
い
て
楚
墓
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
埋
葬
施
設
の
変
化
を
重
視
し
て
、
戦
国
時
代
楚
の
墓
制
か
ら
重
代
の
墓
制
へ

の
転
換
の
様
相
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
明
か
さ
れ
て
い
な
い
楚
文
化
と
漢
文
化
の
接
点
を
さ
ぐ
り
、
漢
文
化
が
ど
の
よ
う
に

地
域
文
化
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
っ
た
の
か
、
古
代
文
化
の
交
流
と
融
合
の
一
様
相
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

①
　
禽
偉
超
「
楚
文
化
的
発
現
与
研
究
」
『
楚
文
化
考
古
大
事
記
』
の
「
序
」
、
文
物

出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

②
　
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
銀
鼠
」
『
考
古
学
報
』
一
九
五
九
年
一
期
。
高
至
喜
「
試

論
湖
爾
楚
墓
的
分
期
与
年
代
」
『
中
国
考
古
学
会
話
　
次
年
会
論
文
集
（
【
九
七
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九
年
）
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
○
年
。

⑧
郭
徳
維
「
湖
陵
一
斗
論
述
」
『
考
古
学
報
』
［
九
八
二
年
二
期
。
同
「
楚
墓
分

　
類
問
題
探
討
」
『
考
古
臨
一
九
八
三
年
三
期
。

④
　
陳
振
裕
「
湖
北
楚
厚
総
述
」
『
湖
北
省
考
古
学
会
論
文
選
集
』
一
、
　
一
九
八
七

　
年
。

⑤
　
高
十
目
、
王
鋤
鍋
「
当
否
趙
家
湖
楚
墓
的
分
類
与
纂
輯
」
『
中
国
考
古
学
会
第

　
二
次
年
会
論
文
集
（
｝
九
八
○
年
）
』
文
物
出
版
社
、
　
一
九
入
二
年
。
彰
浩
「
楚

　
墓
葬
制
初
論
」
同
前
。
陳
振
裕
「
略
論
九
座
楚
墓
的
年
代
」
『
考
古
臨
一
九
八
一

　
年
四
期
。
王
善
才
「
郡
東
楚
墓
亭
亭
」
『
湖
北
省
考
古
学
会
論
文
選
集
（
一
）
瞼
｝

　
九
八
七
年
。
曹
桂
苓
「
潅
陽
楚
墓
論
述
」
同
前
。
郭
徳
維
「
楚
墓
的
発
現
和
研
究
」

　
『
楚
文
化
憲
』
一
九
八
八
年
。
玉
従
礼
「
楚
墓
盗
難
分
析
」
『
江
漢
考
古
』
一
九

　
八
八
年
二
期
。

⑥
　
間
瀬
収
芳
「
戦
国
時
代
楚
文
化
の
中
の
鼎
と
敦
一
周
辺
文
化
と
の
関
連
を
主

　
眼
に
み
る
一
」
『
古
史
春
秋
』
篤
三
号
、
　
一
九
八
六
年
。
小
沢
正
人
「
楚
文
化

拡
大
の
｝
様
相
」
（
早
稲
田
大
学
）
『
紀
要
』
別
冊
十
六
、
一
九
八
九
年
。
西
江
清

高
「
春
秋
戦
国
時
代
の
湖
南
、
嶺
南
地
方
」
『
紀
尾
井
史
学
隔
七
号
、
　
一
九
八
七

　
年
。
佐
藤
三
千
夫
「
楚
の
江
南
へ
の
進
出
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
報
告
』
四
、

　
一
九
八
七
年
。

⑦
佐
藤
三
千
夫
「
楚
墓
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
茅
茨
』
創
刊
号
、
一
九
八
五
年
。

　
山
下
忠
保
「
楚
墓
の
基
礎
的
研
究
」
『
古
文
化
談
叢
』
第
三
〇
集
（
下
）
、
｝
九
九

　
三
年
。

⑧
　
小
沢
正
人
「
東
周
期
副
葬
礼
器
の
表
す
も
の
」
『
古
代
』
八
八
号
、
　
一
九
八
九

　
年
。

⑨
　
早
暁
券
「
漢
墓
の
変
容
i
榔
か
ら
室
へ
」
『
史
林
』
第
七
七
巻
第
五
号
、
　
一

　
九
九
四
年
九
月
。
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喘
　
楚
墓
の
特
徴

　
紀
元
前
五
〇
三
年
楚
の
昭
王
が
遷
都
し
て
か
ら
紀
元
前
二
七
八
年
秦
に
陥
落
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
楚
の
鄙
都
が
営
ま
れ
た
の
が
湖
北
愛
嬌
陵

地
区
で
あ
り
、
こ
こ
が
春
秋
期
後
期
か
ら
戦
国
期
中
期
に
か
け
て
楚
と
楚
文
化
の
発
展
と
繁
栄
を
遂
げ
た
舞
台
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
紀
元

前
二
七
八
年
に
秦
に
攻
め
ら
れ
、
楚
は
国
都
を
河
南
省
潅
陽
に
移
し
、
陳
都
と
し
た
が
、
そ
の
後
衰
退
は
と
ま
ら
ず
、
紀
元
前
二
四
一
年
に
安

徽
省
寿
県
－
寿
春
へ
再
び
遷
都
し
た
あ
と
、
紀
元
前
二
二
三
年
に
秦
の
強
大
な
軍
事
力
の
前
に
肇
国
は
滅
亡
し
た
。
郵
都
を
は
じ
め
こ
の
三

つ
の
都
の
置
か
れ
た
江
漢
平
野
、
河
南
省
南
陽
地
区
、
そ
し
て
安
徽
省
西
部
の
一
部
及
び
湖
南
省
長
沙
周
辺
の
各
地
域
は
、
各
時
期
に
楚
の
中

心
地
と
し
て
存
在
し
、
楚
墓
が
多
数
調
査
さ
れ
て
い
る
。
楚
文
化
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
中
心
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
㎜
）
。



楚墓から漢墓へ（黄）

墨

婁グ周　　　　　h
「

黄

呉
　　　寿春

B，C．　241－223　ff－1）

江

長
岡

　
　
一
正

越

＼　郵都、楚
（B．C．　503－278tP）

愚民

O　70　140　210km受沙套

図1　春秋戦国期の長江：中下流域

　
1
　
墳
丘
と
墓
横

　
江
陵
の
三
都
紀
南
城
周
辺
に
現
存
す
る
墳
丘
墓
は
約
八
○
○
基
に
の
ぼ

る
。
こ
こ
に
は
幕
下
丘
の
底
三
八
○
～
｝
○
○
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
｝
○
メ
ー

ト
ル
越
則
後
の
大
型
菓
一
や
、
底
径
約
三
〇
、
一
二
さ
七
メ
1
ト
ル
韮
則
後
の
中
型

墓
、
無
墳
丘
の
小
型
墓
が
、
計
圃
的
に
し
か
も
密
集
し
て
築
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

春
秋
中
、
後
期
の
河
南
省
漸
川
下
寺
楚
墓
地
で
は
、
一
つ
の
地
区
に
計
二

五
基
の
大
、
中
、
小
型
墓
が
五
群
に
分
か
れ
て
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
南
か

ら
北
へ
願
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
各
群
に
は
主
と
な
る
大
型
墓
が
一
基
あ

り
、
大
型
墓
の
南
北
両
側
に
中
型
の
陪
葬
墓
が
並
び
、
個
々
の
墓
に
は
そ

れ
ぞ
れ
小
型
の
陪
葬
墓
が
伴
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
第
三
組
M
二
の
被

葬
者
は
楚
の
令
罪
で
あ
る
子
庚
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
的
な
配

置
は
、
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
大
型
墳
丘
墓
が
被
葬
者
の
生
前
の
社
会
的

地
位
と
身
分
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
、
従
属
す
る
中
小
憾
言
は
そ
の
直

系
親
族
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

周
面
の
族
高
欄
が
楚
地
域
に
根
強
く
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
埋
葬
施
設
は
地
下
に
構
築
さ
れ
、
竪
穴
式
墓
擾
の
四
壁
に
二
段
～
一
五

段
の
段
築
を
も
つ
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
湖
北
二
丈
陵
天
星

　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

観
の
大
型
楚
墓
M
一
で
は
一
五
段
、
湖
南
省
湘
郷
牛
形
山
M
二
、
M
一
で

は
そ
れ
ぞ
れ
九
段
と
五
段
、
楚
王
墓
と
推
定
さ
れ
る
河
南
省
潅
陽
馬
陸
塚
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図2　楚墓の段築墓堀　湖北省包山M2
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軸

2

町

　　　　　　　　　　　　図3　楚墓　の　棺
1．円弧形棺＝湖北省江山雨台山M554

i
t 1

2．箱形棺：湖北省当陽趙家湖楚墓
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④

M
二
と
M
一
で
は
そ
れ
ぞ
れ
七
段
階
五
段
で
あ
る
。
段
築
各
段
の
高
さ
や
段
ご
と
の
テ
ラ
ス
の
大
き
さ
は
比
較
的
一
致
し
て
お
り
、
墓
の
規
模

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
段
築
数
が
多
く
な
る
。
こ
の
段
の
高
さ
は
人
の
身
長
を
大
き
く
越
え
る
も
の
は
ま
れ
で
、
段
築
が
墓
作
り
の
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
た
め
に
安
全
性
を
意
識
し
て
作
り
だ
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
五
山
楚
墓
M
二
で
は
、
墓
墳
四
壁
に
高
さ
○
・
四
～
○
・
八
、

幅
○
・
四
～
○
・
七
メ
ー
ト
ル
の
段
築
が
一
四
段
も
あ
る
（
図
二
）
。
緩
や
か
な
墓
彊
壁
面
に
こ
の
段
築
表
現
を
細
か
く
作
り
上
げ
て
お
り
、
そ

れ
が
楚
墓
の
構
築
法
と
し
て
定
式
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

楚墓から漢墓へ（黄）

　
2
　
棺
と
埋
葬
頭
位

　
楚
墓
の
棺
は
通
常
の
木
棺
と
は
異
な
っ
て
、
棺
の
底
盤
を
高
い
位
置
で
側
板
に
嵌
め
込
む
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

げ
底
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
江
南
雨
台
山
の
五
五
八
基
の
楚
墓
の
木
棺
の
よ
う
に
、
両
側
板
と
面
板
の
外
面
が
断
面
円
弧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

形
を
量
す
る
円
弧
形
棺
（
図
三
i
l
）
も
目
立
つ
。
あ
わ
せ
て
図
示
し
た
も
の
は
、
湖
北
省
当
陽
空
盲
家
人
千
山
の
上
げ
底
の
仕
組
み
を
も
つ
箱

形
棺
の
例
で
あ
る
（
図
一
一
丁
2
）
。
そ
の
ほ
か
、
中
型
墓
以
上
で
は
、
木
棺
内
に
透
か
し
彫
り
を
施
し
た
一
枚
の
板
を
底
板
に
重
ね
る
よ
う
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
る
か
、
あ
る
い
は
棺
の
底
板
の
代
わ
り
に
は
め
込
む
「
苓
床
」
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

　
糖
の
埋
納
法
の
特
徴
と
し
て
は
、
同
一
榔
内
に
複
数
の
木
棺
を
同
時
に
入
れ
る
こ
と
の
多
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
湖
北
面
当
陽
曹

　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

家
山
岡
M
五
や
安
徽
省
六
安
類
集
廠
M
二
で
は
、
大
棺
の
ぞ
ぱ
に
二
つ
の
小
檀
を
置
い
て
い
る
（
図
四
1
1
）
。
ま
た
、
同
随
州
市
揺
聖
血
「
曾
侯

　
　
⑬

乙
」
墓
で
は
、
「
曾
侯
乙
」
専
用
の
大
棺
の
ほ
か
に
、
計
一
＝
個
の
小
業
が
榔
内
の
二
箇
所
に
分
け
て
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
種
の
埋
葬
虫
で

は
、
大
小
の
棺
の
寸
法
の
差
や
装
飾
性
、
そ
し
て
副
葬
品
の
量
と
質
の
差
が
き
わ
だ
っ
て
お
り
、
両
者
の
身
分
は
対
照
的
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

大
事
の
被
葬
者
が
こ
の
墓
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
小
棺
の
持
ち
主
は
そ
れ
に
従
属
し
、
同
墓
壌
に
同
時
に
埋
葬
さ
れ
た
殉
死

者
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
甥
の
複
数
棺
埋
葬
の
例
と
し
て
、
湖
北
省
潜
江
市
龍
湾
小
串
家
台
M
六
の
よ
う
に
、
同
一
榔
内
の
中
心
に
二
つ
の
同
大
の
棺
を
並
置
し
た
も
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典出

表1　楚墓の埋葬頭位一一…覧表

調査地点 i基数1南（％） 策（％）

r江陵雨台山楚墓』84．

r江漢考古』90．3．

『考古』73．3．

r江漢考古』83．2．

r考古学報di　8エ．4．

『考古学報』83．1．

r湖南考古学輯刊』3．

筆者の集計による

東（％）

69（12ero）

11（15％）

3（1190）

1　（390）

ユ2（31％）

30（3890）

203　（41　90　）

369（6690）

46（6390）

エ9（70％）

31（94ero）

ユ4（36％）

エ7（21％）

10（8390）

141（2890）

鵬
7
3
2
7
3
3
鉋
8
0
皿
㎜

江陵雨台山
雨台山（2次）

江陵三蓋山

裏陽山巨

益　　三
筋興旧市
之靖四方誠

長沙周辺

湖
北
省
地
区

湖
南
省
地
区

の
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
木
棺
の
規
格
や
副
葬
品
の
数
量
、
組
成
な
ど
に
あ
ま
り
大
き

な
差
が
認
め
ら
れ
な
い
（
図
四
1
2
）
。
河
南
省
砂
川
下
寺
楚
墓
簾
八
や
江
陵
雨
台
山
M
四
六
三
、
同
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

陽
県
孤
食
の
戦
国
楚
墓
M
一
〇
な
ど
も
そ
の
例
で
あ
る
。
龍
湾
小
子
家
台
M
六
で
は
、
並
列
し
て
埋
葬

さ
れ
た
二
人
が
人
骨
や
副
葬
品
か
ら
成
年
の
男
女
で
あ
る
と
判
明
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
複
数
棺
の
埋

葬
は
央
婦
の
同
寸
埋
葬
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
、
「
夫
婦
同
穴
」
の
埋
葬
風
習
は
、
後
漢
期
以
降

の
横
穴
系
室
墓
が
成
立
し
た
あ
と
の
現
象
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
楚
墓
に
お
け
る
同
規
格
の
複
数
棺
の

同
榔
埋
葬
が
夫
婦
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
漢
名
以
降
帝
王
陵
墓
の
埋
葬
制
度
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
「
夫

婦
同
穴
」
の
祖
形
が
楚
墓
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
楚
墓
の
埋
葬
頭
位
は
、
表
一
に
ま
と
め
た
よ
う
に
中
小
型
墓
の
場
合
に
は
、
東
西
南
北
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
れ
あ
る
が
、
主
に
南
向
で
、
次
い
で
東
向
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
陵
天
星
観

M
一
、
出
山
楚
墓
M
一
・
M
二
、
湖
南
省
湘
郷
嘉
納
山
M
二
な
ど
の
よ
う
な
大
型
墓
で
は
ほ
と
ん
ど
が

東
向
で
、
楚
の
令
舜
子
細
の
家
族
墓
地
と
判
明
し
た
先
の
河
南
省
漸
川
下
寺
の
二
五
基
の
楚
墓
で
も
、

不
明
の
一
基
を
除
き
す
べ
て
面
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
楚
公
貴
族
の
直
系
墓
地
の
墓
で
は
み
な
頭
位

は
東
向
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
楚
辞
』
「
立
華
」
の
「
菓
皇
太
一
」
「
二
君
」
な
ど
の
楚
の
祭
祀
儀
礼
に
関
す
る
記
載
、
お
よ
び
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

世
の
学
者
ら
の
論
考
な
ど
に
よ
れ
ば
、
楚
人
は
「
東
灘
」
い
わ
ゆ
る
「
日
直
」
を
祀
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
楚
墓
と
く
に
大
型
楚
墓
が
藩
論
を
と
る
の
は
、
こ
の
楚
自
身
の
信
仰
神
i
日
工
と
関
係
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
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楚墓から漢墓へ（黄）

．一
Cits

一

i

『

／

「

．　噂　膠　●

@一

一＝りが

3

ぱ

！

一

噛　＝　〔

0　　2m

E

1

0　　　　2m

し．恥7（．｝ソ測廷費　　噸〔11・漁引、 ゆ　：

， ‘，

・；＝＝（・〃 尭 r う＝’

f 6 陣
二：＝：石r 〔ウ

D” Fノ 凝i
．1 ，

く　ユ血・｝6・銘　‘層　　　　r該　．覗　　．2　、1、　剛 込』＝’

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　図4　楚墓　の　榔
1．箱型榔：安徽省国安県西窯廠M2　2．間仕切型螂1湖北省1替江県龍湾口黄口台M6
3．間仕切型対称式榔：湖北週日山楚墓M2　　4．箱型複合式榔：湖北省随県「口口乙」墓
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3
　
樽

　
楚
墓
の
榔
は
基
本
的
に
竪
穴
式
墓
墳
の
中
央
に
二
本
の
地
覆
木
（
枕
木
）
を
入
れ
て
、
そ
の
上
に
底
土
を
敷
い
て
か
ら
四
面
の
重
壁
を
組
み
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
、
最
終
的
に
蓋
を
閉
め
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
他
地
域
と
同
様
に
、
箱
型
榔
と
間
仕
切
型
榔
と
い
う
二
通
り
の
榔
構
造
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
地
域
で
は
講
造
の
複
雑
化
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
箱
型
榔
は
臨
濫
太
山
質
倉
墓
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
単
独
の
も
の
と
、
複
合
式
の
も
の
に
分
け
ら
れ
、
後
老
は
さ
ら
に
分
離
複
合
式
と
連
結

複
合
式
と
に
分
け
ら
れ
る
。
分
離
複
合
式
は
、
遺
体
を
埋
葬
す
る
空
聞
と
副
葬
品
を
埋
蔵
す
る
空
間
を
別
々
に
組
み
立
て
る
も
の
で
、
光
山
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
春
秋
前
期
末
の
黄
舌
佗
父
墓
が
代
表
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
結
複
合
式
は
、
一
つ
の
箱
型
榔
を
も
と
に
し
て
そ
の
榔
壁
を
共
有
し
、

隣
接
す
る
箱
型
榔
を
付
け
足
す
も
の
で
、
戦
国
前
期
の
「
曾
侯
乙
」
墓
が
そ
の
好
例
で
あ
る
（
図
四
1
4
）
。

　
間
仕
切
型
榔
は
、
鄭
内
の
埋
蔵
空
間
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
仕
切
板
を
用
い
て
被
葬
者
の
眠
る
ス
ペ
ー
ス
と
い
く
つ
か
の
副
葬
品
用
の

ス
ペ
ー
ス
に
区
切
っ
て
い
る
。
そ
の
最
古
の
例
が
春
秋
期
の
楚
墓
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
間
仕
切
型
榔
は
楚
で
考
案
さ
れ
た
も
の
と
見
て
も

よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
仕
切
板
で
区
切
ら
れ
た
埋
蔵
空
間
に
関
し
て
、
湖
北
省
包
山
脚
墓
M
二
の
木
簡
文
書
の
「
遣
策
」
に
「
廟
尾
之
器
所
以

行
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
当
時
の
人
々
は
榔
内
に
仕
切
ら
れ
た
空
間
を
「
願
」
と
名
付
け
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
稿
で

は
間
仕
切
面
割
内
部
の
各
ス
ペ
ー
ス
を
、
棺
廟
、
頭
陥
、
側
管
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
榔
内
の
各
廟
の
配
置
に
よ
っ
て
問
仕
切
型
榔
は
、

さ
ら
に
非
対
称
式
と
対
称
式
の
二
型
式
に
分
け
ら
れ
る
。
非
対
称
式
は
棺
廟
を
主
と
し
て
頭
廟
の
み
か
、
あ
る
い
は
頭
越
と
側
廟
に
設
け
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
で
、
江
陵
雨
台
山
M
一
六
六
、
M
一
六
九
の
よ
う
に
二
な
い
し
三
に
わ
け
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
中
に
は
湖
南
省
中
吊
旧
県
M
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

河
南
省
正
陽
蘇
荘
M
一
な
ど
の
よ
う
に
、
四
つ
や
五
つ
の
廃
に
区
切
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
対
称
式
榔
は
質
倉
を
中
心
に
、
前
後
左
右
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
は
旋
回
状
に
廟
を
配
列
し
た
も
の
で
、
榔
の
構
造
が
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
湖
北
省
邪
城
M
五
三
は
棺
贈
を
中
心
に
し
て
そ
の
前
後

と
左
右
に
副
葬
品
専
用
の
痛
が
対
称
的
に
置
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
包
山
楚
墓
延
二
は
棺
晒
を
中
心
に
ま
わ
り
に
四
つ
の
副
葬
品
廟
を
旋
回
状

に
配
置
し
た
例
で
、
こ
れ
を
旋
回
対
称
式
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
（
図
四
…
3
）
。
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楚墓から漢墓へ（黄）

①
　
河
階
省
文
秒
研
究
所
等
『
漸
川
下
寺
春
秋
建
墓
』
総
懸
出
版
社
い
｝
九
九
一
年
レ
　
　
　
⑧
　
表
一
の
参
琴
文
款
に
つ
い
て
ば
駄
下
の
と
お
り
：
瀞
牝
塩
江
州
地
区
悔
伽
飽

②
　
湖
北
渕
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
天
品
濃
一
号
楚
墓
」
『
考
古
学
報
駈
一
九
八
二
年
　
　
　
　
　
『
山
陵
雨
台
山
薬
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所

　
一
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
江
陵
雨
台
山
楚
墓
発
掘
簡
報
」
『
江
漢
考
古
臨
一
九
九
〇
年
三
期
。
湖
北
省
博

③
　
湖
南
省
博
物
館
「
湖
南
湘
郷
牛
形
由
一
、
二
号
大
型
戦
国
木
榔
墓
」
『
文
物
資
　
　
　
　
　
物
館
等
「
湖
北
江
盆
立
馬
山
楚
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
七
三
年
三
期
。
湖
北

　
料
三
図
』
三
、
一
九
八
○
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
博
物
館
「
嚢
陽
山
湾
東
周
墓
葬
発
掘
報
皆
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
三
年
二
期
。

④
　
河
南
省
文
物
研
究
所
等
「
河
南
潅
陽
型
鞍
壕
楚
墓
発
掘
簡
黙
し
『
文
物
』
一
九
八
　
　
　
　
湖
南
省
博
物
館
「
湖
南
益
陽
戦
国
両
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
】
九
八
＝
牛
四
期
。
湖

　
四
年
一
〇
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
省
博
物
館
「
湖
南
資
興
旧
市
戦
国
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
三
年
～
期
。
湘

⑤
　
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
『
包
山
楚
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
…
年
。
　
　
　
　
　
　
　
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
工
作
隊
「
湘
西
保
靖
四
方
城
戦
国
墓
」
『
湖
南
考
古

⑥
湖
北
省
剃
州
地
区
博
物
館
『
江
陵
雨
台
山
蔓
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
　
　
輯
刊
』
第
三
集
、
一
九
八
六
年
。

⑦
湖
北
省
宜
昌
地
区
博
物
館
、
北
京
大
学
考
古
系
『
豪
陽
漁
家
湖
楚
墓
魅
文
物
出
　
　
⑮
「
九
歌
解
題
」
『
楚
辞
学
論
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

　
版
社
、
一
九
九
二
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
前
掲
「
漢
墓
の
変
容
－
榔
か
ら
室
へ
」
『
史
林
』
箪
七
七
巻
第
五
号
。

⑧
　
荊
門
市
博
物
館
「
開
門
十
里
研
立
一
号
楚
墓
」
『
野
営
考
古
』
一
九
八
九
年
四
　
　
　
　
⑰
　
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
「
臨
灘
太
山
願
工
面
」
『
湖
南
文
物
』
三
、
　
一
九
八

　
期
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
年
＝
一
月
。

⑨
湖
北
省
宜
昌
地
区
博
物
館
「
墨
継
曹
家
崩
五
号
楚
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
八
　
　
⑬
信
陽
地
区
文
直
会
等
「
河
南
光
出
春
秋
黄
季
佗
父
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
　
九

　
年
四
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
年
ム
期
。

⑩
安
徽
省
六
三
県
文
管
所
「
安
陰
唄
安
岐
城
西
窯
廠
二
号
楚
墓
」
『
考
古
』
　
九
九
　
　
⑩
河
南
省
文
物
研
究
所
「
河
幣
省
道
県
旧
県
一
号
墓
的
清
理
」
『
華
夏
考
古
』
｝
九

　
五
年
二
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
年
三
期
。

⑪
　
湖
北
省
博
物
館
『
曾
孫
乙
墓
』
文
物
出
版
社
、
　
九
八
九
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
正
陽
県
文
化
局
量
「
河
南
正
陽
蘇
荘
子
墓
発
掘
報
告
」
『
華
夏
考
古
』
一
九
八
八

⑫
借
江
県
博
物
館
「
潜
江
耀
湾
小
黄
家
台
楚
墓
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
八
年
四
　
　
　
　
年
二
期
。

　
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
那
城
県
博
物
館
等
「
湖
北
那
城
顎
鋼
五
十
三
号
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
七

⑬
　
湖
北
省
博
物
館
「
嚢
陽
察
披
戦
圏
墓
発
掘
報
告
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
五
年
一
　
　
　
　
八
年
四
期
。

　
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
楚
墓
に
於
け
る
榔
内
開
通
の
志
向

楚
墓
の
独
自
性
を
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
上
述
の
墳
丘
や
埋
葬
施
設
の
構
造
の
特
徴
と
な
ら
ん
で
、
棺
榔
に
お
け
る
窓
や
門
扉

51　（71－1）



の
造
形
が
あ
り
、
こ
れ
は
と
く
に
楚
墓
榔
の
複
雑
化
と
も
関
連
し
て
お
り
、
極
め
て
重
要
な
要
素
と
い
え
る
。

52　・（712＞・

　
1
　
模
造
門
扉
の
創
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
〔
方
孔
〕
　
箱
型
榔
や
間
仕
切
型
榔
の
仕
切
板
に
あ
け
ら
れ
る
小
さ
い
方
形
の
孔
。
「
曾
侯
乙
」
墓
の
箱
型
連
結
複
合
式
梛
で
は
榔
内
隔
壁
の
下

側
に
中
央
の
榔
と
周
辺
の
榔
と
を
つ
な
ぐ
方
孔
が
あ
る
（
野
天
1
4
）
。
す
な
わ
ち
三
つ
の
隔
壁
の
下
側
に
高
さ
三
五
×
幅
四
〇
セ
ン
チ
、
高
さ

五
五
×
幅
四
四
セ
ン
チ
、
高
さ
六
〇
×
幅
四
七
セ
ン
チ
の
三
つ
の
方
孔
が
一
つ
ず
つ
開
い
て
い
る
。
隔
壁
の
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
・
三
、
三
・

四
、
三
．
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
比
べ
、
方
孔
は
小
さ
く
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
複
雑
な
複
合
式
の
箱
型
榔
で
あ
る
「
曾

侯
乙
」
墓
の
菓
榔
廟
に
は
、
本
人
専
用
の
高
さ
二
・
一
樹
；
ト
ル
の
銅
芯
木
造
箱
型
榔
が
あ
り
、
そ
の
箱
型
榔
の
足
側
壁
下
部
に
も
高
さ
三
四

×
幅
二
五
セ
ン
チ
の
方
孔
が
開
け
ら
れ
て
い
る
（
図
八
一
1
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
の
種
の
方
孔
は
大
型
墓
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
間
仕
切
型
中
型
墓
に
も
見
ら
れ
る
。
江
陵
雨
台
山
岨
墓
M
三
二
一
、
M
四
〇
六
は
榔
内

に
一
枚
の
仕
切
板
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
願
と
頭
廟
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
仕
切
板
の
中
央
下
側
に
一
つ
の
方
孔
葱
開
け
て
い
る
。
ま

た
雨
台
山
M
＝
ハ
六
は
三
つ
の
埋
蔵
空
間
に
区
切
ら
れ
た
中
型
榔
墓
で
あ
る
が
、
そ
の
仕
切
板
に
も
方
孔
が
あ
る
（
欝
欝
…
ユ
）
。
こ
の
方
孔
は
、

被
葬
者
の
眠
る
空
間
と
副
葬
晶
の
空
間
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
榔
の
中
に
一
つ
の
回
遊
ル
ー
ト
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
〔
模
倣
窓
・
門
）
　
榔
の
仕
切
板
あ
る
い
は
棺
の
外
面
に
浮
き
彫
り
や
絵
画
な
ど
の
手
法
で
建
物
の
窓
や
門
扉
を
表
現
し
た
も
の
。
今
の
と
こ

ろ
、
そ
の
最
古
の
調
査
例
は
や
は
り
「
曾
侯
乙
」
墓
で
あ
る
。
「
曾
侯
乙
」
の
大
型
漆
棺
や
そ
の
殉
死
者
の
漆
檀
に
は
窓
と
扉
の
描
写
が
明
瞭

で
、
他
の
楚
墓
に
も
見
ら
れ
る
の
と
同
様
に
棺
榔
に
お
け
る
漆
絵
画
の
重
要
な
モ
チ
…
フ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
丁
寧
な
表
現
手
法
か

ら
見
れ
ば
、
単
な
る
棺
の
装
飾
文
様
と
い
う
よ
り
も
、
死
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
機
能
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
前
述
し
た

銅
芯
木
造
箱
型
獅
の
足
下
に
瀾
廿
ら
れ
た
坊
吼
と
、
そ
の
榔
内
に
置
か
れ
た
棺
の
表
面
に
描
か
れ
て
い
る
憲
と
潤
扉
と
は
、
映
し
て
無
衡
係
で
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は
な
い
。
こ
れ
ら
は
互
い
に
呼
応
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
被
葬
者
の
た
め
に
庭
内
の
回
遊
ル
ー
ト
を
形
成
す

べ
く
、
工
夫
し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
戦
国
中
期
の
楚
王
種
と
推
定
さ
れ
る
江
陵
天
星
観
M
一
で
は
、
七
つ
に
区
切
ら
れ
た
七

竈
の
東
、
西
、
南
側
の
仕
切
板
に
門
扉
の
絵
が
描
か
れ
、
被
葬
者
の
眠
る
空
間
と
三
方
の
副
葬
品
願
と
が
象
徴
的
に
つ
な
が
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
方
、
湖
北
省
芸
州
確
瓦
廠
M
二
は
、
頭
身
の
仕
切
板
に
は
大
き
な
方
孔
が
二
つ
並
び
、
ま
る
で
門
の
よ
う
に
開
け
ら
れ
て
い
る
（
図
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

2
）
。
ま
た
夕
影
陵
渓
峨
山
楚
墓
M
二
の
頭
廟
の
仕
切
板
で
は
こ
の
種
の
模
倣
窓
・
門
が
や
や
複
雑
な
造
形
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
　
そ
の
仕
切

板
の
彫
刻
は
上
下
に
分
け
ら
れ
、
上
部
に
は
透
か
し
彫
り
の
小
方
孔
四
つ
を
一
組
に
し
た
模
倣
窓
が
左
右
二
組
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
部
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

浮
き
彫
り
の
手
法
で
一
枚
の
開
け
ら
れ
な
い
扉
を
表
現
し
て
い
る
（
図
五
i
3
）
。
そ
し
て
江
陵
渓
峨
山
楚
墓
M
一
六
の
榔
に
も
同
じ
手
法
で
は

あ
る
が
、
さ
ら
に
写
実
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
窓
と
門
扉
の
造
形
が
あ
る
（
賦
活
i
4
）
。
こ
れ
ら
の
模
倣
窓
・
門
は
、
す
べ
て
縮
東
側
を
裏
、

頭
順
側
を
表
と
し
て
い
る
。

　
〔
模
造
門
扉
〕
　
螂
の
仕
切
板
に
門
、
楯
、
扉
板
、
扉
毒
念
な
ど
の
門
構
え
が
、
写
実
的
に
作
り
だ
さ
れ
た
実
際
に
開
閉
可
能
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
門
扉
。
こ
の
模
造
門
扉
に
は
片
開
扉
と
両
開
扉
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
や
は
り
棺
顯
側
を
裏
、
外
側
の
副
葬
品
廟
を
表
と
し
て
い
る
。
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

例
を
あ
げ
る
と
、
江
陵
李
家
台
M
四
で
は
頭
願
と
側
廟
の
仕
切
板
の
中
央
に
高
さ
七
〇
・
五
、
幅
四
三
・
五
セ
ン
チ
の
片
開
扉
が
一
つ
ず
つ
あ

り
、
扉
の
表
面
に
は
浮
き
彫
り
で
門
扉
の
デ
ザ
イ
ン
が
よ
り
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
一
枚
の
扉
を
用
い
た
観
音
開
き

の
造
形
を
両
開
扉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
爾
台
山
M
五
五
四
は
三
つ
に
区
切
ら
れ
た
榔
の
紅
中
と
側
庸
の
仕
切
板
に
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
一
〇
一
、

幅
六
三
～
六
八
セ
ン
チ
の
両
開
扉
が
一
つ
ず
つ
あ
る
（
図
五
1
5
）
。

54　（714）

2
　
榔
内
開
通
の
動
き

本
来
、
榔
墓
の
性
質
と
し
て
は
、

埋
葬
空
間
の
寸
閑
惟
と
編
絶
域
が
志
向
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
国
期
楚
墓
の
榔
は
、
棺
や
榔
内
の
仕
切



楚墓から漢墓へ（黄）

板
に
模
倣
窓
・
門
や
模
造
門
扉
を
備
え
、
密
閉
さ
れ
た
榔
内
の
各
肉
の
空
間
を
開
通
さ
せ
る
よ
う
な
傾
向
が
強
く
な
る
。
そ
れ
は
榔
の
本
来
的

な
性
質
と
矛
盾
す
る
も
の
で
、
楚
の
軍
事
に
し
か
見
ら
れ
な
い
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
、
次
に
埋
葬
施
設
に
お
け

る
榔
内
開
通
の
出
現
か
ら
発
展
の
過
程
を
整
理
し
て
み
る
。

　
戦
国
時
代
前
期
－

　
現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
調
査
資
料
か
ら
み
る
と
、
密
閉
し
た
埋
葬
施
設
に
方
孔
の
よ
う
な
新
内
通
路
を
開
け
る
最
古
の
例
は
、
戦
国
前

期
の
「
曾
霧
鐘
」
墓
で
あ
る
（
前
掲
図
四
一
4
、
十
八
1
1
）
。
そ
れ
と
同
時
に
、
「
曾
侯
乙
」
本
人
の
大
尉
の
側
板
外
面
に
、
漆
絵
画
で
模
倣
窓

・
門
が
、
榔
内
の
方
孔
と
対
応
す
る
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
孔
と
い
う
装
置
は
、
榔
構
造
の
も
つ
遮
断
と
隔
絶
と
い
う
特
性
を
変
質

さ
せ
て
い
く
端
緒
と
し
て
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
小
さ
く
、
方
向
も
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
巡
合
に
お
け
る
被
葬
者
の
霊

魂
の
回
遊
で
き
る
通
路
と
し
て
出
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
例
に
あ
げ
た
「
曾
侯
乙
」
墓
の
方
孔
、
模
倣
窓
・
門
の
造
形
は
す

で
に
成
熟
し
た
形
と
見
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
先
行
す
る
形
態
の
存
在
が
予
測
で
き
、
そ
の
出
現
は
す
く
な
く
と
も
春
秋
後
期
に
遡
る
と
田
卜
わ
れ

る
。　

戦
国
時
代
中
期
一

　
雨
台
山
墓
地
の
中
型
榔
墓
M
一
六
六
に
も
高
さ
一
三
、
幅
一
〇
セ
ン
チ
の
方
孔
が
あ
り
、
前
例
よ
り
小
さ
い
が
、
榔
自
体
の
大
き
さ
や
仕
切

板
の
高
さ
と
の
比
率
お
よ
び
表
現
手
法
な
ど
は
、
「
藩
侯
乙
」
墓
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
榔
内
の
仕
切
板
に
彫
刻

手
法
を
用
い
た
模
倣
窓
・
門
の
表
現
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
湖
北
官
船
州
碑
瓦
廠
M
二
な
ど
の
例
か
ら
す
る
と
、
方
孔
の
拡
大
し
た
も

の
と
見
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
郷
内
の
回
遊
通
路
を
作
る
と
い
う
意
識
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
れ
を
さ
ら
に
強
調
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
模
造
門
扉
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
補
導
太
暉
観
M
五
〇
を
代
表
と
す
る
模
造
門
扉
は
初
期
段

階
の
代
表
例
で
、
そ
の
例
の
よ
う
に
早
上
の
頭
禰
仕
切
板
に
設
け
る
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
図
八
1
5
）
。
そ
の
後
や
が
て
、
長
沙
市
留
芳
嶺

　
⑧M

三
の
よ
う
に
側
庸
仕
切
板
に
も
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
図
入
i
7
）
、
両
開
扉
の
枠
組
が
多
く
な
る
。
こ
う
し
て
模
造
門
扉
の
確
立
に
つ
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れ
て
方
孔
の
造
形
は
自
然
に
消
え
て
ゆ
き
、
模
倣
窓
・
門
の
表
現
も
減
少
し
て
い
っ
た
。

　
戦
国
時
代
後
期
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
江
陵
秦
野
騰
M
二
、
湖
南
省
長
沙
市
広
済
橋
M
五
な
ど
の
よ
う
に
、
模
造
門
扉
、
特
に
両
開
扉
が
一
層
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
傾
向
を
見
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
式
化
し
た
。
問
仕
切
型
旋
回
対
称
式
榔
と
し
た
湖
北
二
面
岡
県
黄
州
国
児
沖
M
一
で
は
、
署
内
に
両
開
扉
が
対
称
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
の
最
も
複
雑
な
タ
イ
プ
と
し
て
は
黙
黙
省
長
沙
市
荷
花
池
M
一
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
間
仕
切
面
対
称
式
榔
で
、
棺
廟
を
取
り
囲
む
四
枚

の
仕
切
板
に
一
枚
ず
つ
の
模
造
門
扉
が
し
つ
ら
え
て
あ
る
。
こ
の
四
面
の
両
開
扉
は
高
さ
一
一
四
、
幅
六
〇
～
七
五
セ
ン
チ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
東

西
南
北
に
向
か
っ
て
対
称
的
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
北
側
脂
は
、
空
間
が
狭
す
ぎ
る
せ
い
か
何
も
埋
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
空
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
模
造
両
開
扉
は
少
し
も
手
抜
き
さ
れ
ず
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
（
図
五
一
6
）
。

　
上
述
し
た
時
間
的
な
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
八
の
一
～
7
で
あ
る
。
拾
子
か
ら
模
倣
窓
・
門
、
さ
ら
に
模
造
門
扉
へ
と
い
た
る
過
程
を

見
る
と
、
そ
れ
ら
の
設
置
場
所
や
象
徴
性
と
い
っ
た
基
本
的
な
部
分
で
の
一
貫
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
榔
内
開
通
と
い
う
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
、
楚
墓
に
お
い
て
独
自
の
発
展
過
程
を
辿
っ
た
も
の
で
戦
国
後
期
に
定
着
し
た
と
言
え
る
。

　
筆
者
の
調
査
資
料
に
よ
る
と
江
陵
地
域
の
恩
赦
で
は
模
造
門
扉
の
近
く
か
ら
実
物
大
の
靴
や
杖
な
ど
が
み
つ
か
る
例
が
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
両
開
扉
の
高
さ
は
平
均
六
〇
セ
ン
チ
で
、
最
大
で
も
一
〇
〇
セ
ン
チ
前
後
に
お
さ
ま
り
、
い
く
ら
実
用
品
を
真
似
て
作
っ
た
と
は
言

え
、
扉
の
実
用
性
は
欠
如
し
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
象
微
的
な
性
格
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
模
造
門
扉
は
す
べ

て
棺
廟
を
裏
側
に
、
そ
の
外
周
の
帯
磁
、
側
聴
の
ほ
う
が
表
側
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
配
置
の
方
向
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
楚
墓
に
お
け
る
模
造
門
扉
の
形
成
と
確
立
は
あ
く
ま
で
も
、
被
葬
者
の
霊
魂
の
榔
内
で
の
回
遊
と
い
う
枠
内
で
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
し
だ
い
に
櫛
内
の
各
廟
を
具
体
的
に
家
屋
内
の
尋
問
に
対
応
さ
せ
て
死
者
の
世
界
を
イ
メ
…
ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

模
造
門
扉
や
窓
が
、
被
葬
者
の
死
後
の
住
空
間
に
対
す
る
高
度
な
象
徴
化
作
用
に
よ
っ
て
、
実
用
性
を
欠
き
な
が
ら
も
、
写
実
的
で
入
念
な
作

り
と
な
っ
て
発
達
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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①
　
前
掲
『
曾
侯
乙
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

②
前
掲
『
江
雲
雨
台
山
楚
墓
勧
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。

⑧
劃
州
地
区
博
物
館
「
湖
北
荊
州
確
瓦
廠
二
号
楚
墓
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
四
年

　
一
期
。

④
　

湖
北
省
囲
博
物
館
江
紬
陵
工
作
㎜
臨
「
江
陵
渓
蛾
山
雪
墓
」
『
考
古
』
　
一
九
八
四
［
年
山
ハ

　
期
。

⑤
江
陵
県
博
物
館
「
女
宿
渓
峨
山
径
墓
」
『
堂
堂
考
古
』
一
九
九
二
年
四
期
。

⑥
荊
州
博
物
館
「
江
陵
李
家
謹
上
墓
清
理
詳
報
」
『
江
漢
考
古
』
　
九
八
五
年
三

　
期
。

⑦
　
湖
北
省
博
物
館
等
「
湖
北
尊
書
太
暉
観
五
〇
号
楚
墓
」
『
考
古
』
｝
九
七
七
年
｝

　
期
。

⑧
長
沙
市
文
物
工
作
隊
「
長
沙
留
芳
嶺
戦
国
自
発
留
書
報
」
『
湖
南
文
物
』
第
一
輯
、

　
一
九
八
六
年
。

⑨
剤
沙
鉄
路
考
古
隊
「
左
註
秦
家
門
楚
墓
発
掘
輪
編
」
『
江
漢
考
古
瞼
一
九
八
八
年

　
二
期
。

⑩
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
「
長
沙
市
広
済
橋
第
五
号
戦
国
木
榔
墓
清
理
簡
報
」

　
『
文
物
参
考
資
料
』
　
九
五
七
年
一
　
期
。

＠
黄
州
古
墓
発
掘
隊
「
湖
北
黄
州
国
児
沖
楚
墓
発
掘
簡
報
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八

　
三
年
三
期
。

⑫
　
長
沙
市
文
物
工
作
隊
「
長
沙
市
荷
花
池
一
号
戦
国
木
榔
墓
発
掘
報
告
」
『
湖
南

　
考
古
輯
刊
』
五
、
一
九
八
九
年
。

⑬
　
こ
れ
ら
の
模
造
門
扉
の
高
さ
と
幅
の
比
率
は
ほ
ぼ
一
紺
一
・
五
あ
た
り
に
お
さ

　
ま
り
、
建
築
美
学
の
黄
金
分
割
法
に
近
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

⑭
現
在
の
と
こ
ろ
、
楚
以
外
の
地
域
で
は
春
秋
戦
国
期
の
墓
に
模
造
門
扉
の
存
在

　
を
確
認
で
き
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
陳
西
省
鳳
翔
県
で
調
査
し
た
春

　
秋
中
、
後
期
頃
の
秦
公
一
号
大
難
に
は
大
型
箱
型
榔
の
主
、
副
榔
の
悶
に
方
孔
か

　
小
門
ら
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
盗
掘
で
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
構
造
に
つ
い
て

　
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
「
秦
都
響
城
考
古
発
掘
研
究
総
理
」
『
考
古
与
文
物
』
一

　
九
八
八
年
五
、
六
期
）
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ほ
か

　
の
春
秋
戦
国
期
の
秦
墓
に
は
模
造
門
扉
が
存
在
せ
ず
、
例
外
的
な
も
の
と
考
え
て

　
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
　
長
江
申
流
域
に
お
け
る
楚
墓
か
ら
漢
墓
へ
の
転
換

楚墓から漢墓へ（黄）

　
か
つ
て
地
域
文
化
の
発
展
と
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
た
楚
国
は
、
秦
王
朝
の
巨
大
な
軍
事
勢
力
と
文
化
進
出
の
前
に
屈
し
、
漢
帝
国
時
代
に
入

っ
て
か
ら
は
、
統
一
国
家
の
南
方
重
鎮
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。
漢
儒
の
郡
・
国
の
設
定
に
よ
っ
て
、
楚
の
都
が
置
か
れ
て
い
た
湖
北
省
江
陵

地
域
は
「
南
郡
」
に
か
わ
り
、
湖
南
省
長
沙
地
域
周
辺
に
は
「
長
沙
国
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
秦
・
漢
王
朝
の
交
替
や
帝
国
統
一
の
新

政
策
、
地
域
の
再
編
成
な
ど
に
よ
っ
て
楚
文
化
の
様
相
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
漢
文
化
の
中
心
で
あ
る
中
原
地
域
に
お
い
て
は
、
前
漢
中
期
頃
に
榔
墓
か
ら
室
墓
へ
の
転
換
が
大
幅
に
進
め
ら
れ
、
中
小
型
漢
墓
も
そ
の
動
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き
と
連
動
し
て
、
洛
陽
地
域
で
は
空
心
碑
墓
、
西
安
で
は
ア
ー
チ
頂
薄
魔
道
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
前
漢
後
期
頃
に
前
堂
後
室
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

中
軸
線
配
置
型
室
墓
が
定
着
し
、
そ
れ
が
全
域
へ
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
前
章
で
ま
と
め
た
楚
墓
が
、
漢
の
文
化
体
系
の
な
か
に
い
か
に
受
け
継

が
れ
、
融
合
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
逆
に
漢
墓
の
榔
か
ら
室
へ
の
転
換
が
戦
国
期
の
楚
の
墓
制
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
と
く
に
楚
墓
の
特
徴
で
あ
っ
た
榔
内
開
通
の
動
き
に
注
目
し
な
が
ら
以
下
で
検
討
し
て
み
た
い
。

58　（718）

　
1
　
戦
国
期
楚
墓
の
特
色
の
喪
失
と
継
承

　
こ
の
十
年
来
、
江
陵
地
域
に
お
い
て
開
発
に
伴
う
漢
墓
の
調
査
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
未
発
表
の
資
料
が
多
い
が
、
は
っ
き
り
言
え
る

の
は
、
戦
国
期
に
楚
と
い
わ
れ
た
地
域
で
は
、
身
代
に
入
る
と
、
紀
南
城
周
辺
の
楚
墓
の
よ
う
な
大
、
中
、
小
型
墓
の
規
律
的
な
配
列
は
閉
立

た
な
く
な
り
、
比
較
的
小
単
位
で
集
中
性
の
あ
る
墓
地
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
帝
国
に
よ
る
地
域
の
再
編
成
が
及
ん

だ
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
楚
墓
の
雲
壌
の
自
習
構
造
は
前
漢
前
期
に
も
引
き
継
が
れ
、
「
長
沙
国
」
周
辺
の
大
、
中
型
榔
墓
に
は
そ
の
伝
統
が

し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
長
沙
市
馬
王
堆
M
一
、
M
三
に
は
、
段
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
二
～
五
段
の
再
築
が
ま
だ
残
っ

　
　
②

て
い
る
。
だ
が
、
前
漢
中
期
以
降
に
は
、
こ
の
段
築
が
徐
々
に
消
失
し
て
い
く
。

　
埋
葬
頭
位
は
、
同
地
の
春
秋
戦
国
期
に
お
け
る
南
向
、
東
向
を
主
と
し
た
楚
墓
と
は
対
照
的
に
、
湖
北
省
雲
夢
睡
虎
地
図
墓
、
漢
墓
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
は
北
向
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
お
り
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
湖
南
省
長
沙
地
域
の
七
二
基
の
漢
墓
で
も
、
中
原
の
伝
統
的
な
特
徴
で

あ
る
北
枕
の
比
率
が
増
加
し
て
い
賢
主
円
弧
形
棺
や
上
げ
底
警
す
で
に
楚
な
り
・
ほ
と
ん
ど
が
平
底
の
箱
形
棺
に
変
わ
・
た
・
こ

れ
に
応
じ
る
か
の
よ
う
に
、
苓
床
も
見
ら
れ
な
く
な
る
。
か
つ
て
根
強
く
存
在
し
た
楚
的
風
習
は
こ
こ
に
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2
　
榔
護
型
榔
塾
と
玄
門
の
成
立

前
節
の
楚
的
要
素
の
消
象
に
対
し
て
、
戦
国
期
楚
墓
に
見
ら
れ
た
榔
構
造
の
専
管
化
や
模
造
門
扉
の
普
及
徹
、
無
代
に
入
っ
て
飛
躍
葡
に
展
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⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

開
す
る
。
期
末
お
よ
び
前
漢
初
頭
の
中
小
型
墓
は
、
湖
北
省
雲
夢
木
匠
座
業
墓
M
一
や
江
陵
高
台
M
一
八
、
同
軸
城
楚
皇
城
秦
当
期
墓
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
箱
型
榔
が
や
は
り
一
般
的
で
、
雲
高
県
主
岡
秦
墓
M
六
、
雲
斗
睡
虎
地
M
一
一
、
長
沙
漢
墓
M
三
四
…
、
同
長
沙
揚
家
湾
M
六
の
よ
う
な
問

仕
切
型
榔
、
そ
し
て
さ
ら
に
最
も
複
雑
な
タ
イ
プ
と
し
て
榔
船
型
愈
々
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
戦
国
期
楚
墓
に
特
有
の
間
仕
切
型
榔

墓
を
も
と
に
発
展
し
た
大
型
榔
墓
で
、
　
一
定
規
格
の
角
材
を
従
来
の
無
理
の
外
周
に
積
み
上
げ
て
厚
い
壁
を
築
き
、
「
題
湊
」
と
呼
ば
れ
る
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

壁
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
榔
髪
型
急
患
は
ほ
ぼ
大
型
墓
に
限
ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
論
（
「
漢
墓
の
変
容
一
榔
か
ら
蜜
へ
」
『
史
林
』
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

巻
五
号
）
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
長
沙
市
象
鼻
嚇
M
一
を
代
表
と
す
る
榔
護
型
回
廊
式
榔
墓
の
出
現
過
程
を
強
調
し
た
い
。
そ
れ
は

榔
内
各
廟
を
区
切
る
あ
ら
ゆ
る
仕
切
板
に
門
扉
が
と
り
つ
け
ら
れ
、
相
内
に
回
廊
施
設
が
形
成
さ
れ
る
点
で
、
魚
心
の
寮
内
開
通
の
志
向
を
実

践
し
た
も
の
と
言
え
る
（
図
六
1
2
）
。
こ
の
動
き
に
加
え
、
さ
ら
に
墓
道
方
向
の
榔
…
壁
に
は
内
外
二
重
の
門
扉
が
設
置
さ
れ
る
。
両
開
扉
は
高

さ
工
・
一
、
幅
二
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
従
来
の
実
用
性
の
な
い
模
造
門
扉
と
異
な
り
、
玄
門
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
転
換
し
て
い
る
。
榔
構
造
の

革
新
に
つ
れ
、
傾
斜
画
道
と
墓
渡
底
部
の
落
差
の
消
滅
、
ま
た
点
心
底
部
か
ら
玄
門
ま
で
の
水
平
通
路
の
整
備
も
進
め
ら
れ
、
こ
の
水
平
通
路

の
左
右
両
側
に
長
さ
三
・
工
、
高
さ
一
・
香
嚢
ー
ト
ル
の
板
が
立
て
ら
れ
、
ま
さ
し
く
横
穴
系
室
墓
の
羨
道
の
祖
形
と
言
え
る
も
の
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
る
。
こ
こ
で
玄
門
の
実
用
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
榔
内
の
回
廊
で
も
通
常
人
間
の
自
由
に
通
れ
る
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
死
者

の
棺
が
、
榔
の
構
築
が
終
わ
っ
た
あ
と
横
か
ら
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
は
い
え
、
該
当
榔
墓
の
場
合
、
棺
廟
の
ま
わ
り
に
仕
切
板
で

区
切
っ
た
副
葬
品
庸
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
各
面
ご
と
に
蓋
を
閉
め
る
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
獅
か
ら
室
へ
の

転
換
期
の
要
素
の
強
い
榔
墓
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
榔
内
と
意
外
と
が
全
面
に
開
通
し
、
初
め
て
生
と
死
の
世
界
を
一
直
線
に
結
び
付
け
る
形
態
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
象
鼻
精
M
一
に
見
ら
れ
る
こ
の
榔
外
開
通
の
動
き
は
、
時
期
的
に
遡
る
榔
護
型
間
仕
切
豪
邸
墓
で
あ
る
長
沙
曹
撰
墓
に
そ
の
萌
芽
を
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
（
図
六
一
1
）
。
曹
撰
墓
で
は
、
中
央
部
の
棺
瀬
と
五
つ
の
側
願
が
一
ケ
所
を
除
き
ま
だ
完
全
な
密
封
状
態
を
呈
し
て
い
る
。
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た
だ
し
、
棺
廟
と
頭
願
の
間
に
だ
け
、
す
な
わ
ち
墓
道
方
向
に
の
み
、
高
さ
一
・
四
、

幅
一
メ
ー
ト
ル
の
両
開
扉
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
戦
国
期
の
も
の
に
比
べ
れ
ば

す
で
に
大
型
化
し
て
い
る
（
図
八
…
1
2
）
。
ま
た
門
扉
の
前
の
頭
庸
で
は
、
果
物
を
入
れ

た
幕
軍
や
漆
盤
な
ど
が
数
点
検
出
さ
れ
て
お
り
、
副
葬
品
納
入
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
よ
り

は
、
祭
祀
空
間
と
し
て
の
性
格
を
備
え
始
め
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
の
皇
道
と
墓
墳
底
部
の
落
差
は
い
ま
だ
、
○
・
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

飯
豊
に
は
門
扉
を
設
け
て
い
な
い
。
さ
ら
に
榔
の
外
周
に
は
「
題
湊
」
壁
が
積
ま
れ
、

榔
の
全
体
を
大
量
の
炭
と
白
贅
泥
で
包
み
込
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
棺
を
横

か
ら
入
る
仕
組
み
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
3
　
申
小
型
漢
墓
に
見
ら
れ
る
榔
構
造
の
多
様
化
と
門
扉
施
設
の
普
及

　
前
項
で
述
べ
た
大
型
墓
に
お
け
る
動
き
は
、
や
や
遅
れ
た
か
た
ち
で
中
小
型
墓
に
も

認
め
ら
れ
る
。

　
前
漢
期
に
お
い
て
中
原
地
域
で
盛
ん
に
作
ら
れ
た
確
室
墓
、
空
心
榔
墓
に
対
し
て
、

こ
の
地
域
の
中
小
型
墓
で
は
相
変
わ
ら
ず
榔
墓
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
最

も
興
味
深
い
の
は
榔
構
造
の
多
様
化
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
榔
内
の
埋
葬
空
間
を
よ
り
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

層
拡
大
す
る
た
め
江
陵
喜
平
山
M
一
六
八
（
図
七
…
1
）
の
よ
う
な
従
来
型
の
垂
直
方
向

の
仕
切
り
方
に
加
え
て
、
あ
ら
た
に
上
下
に
分
層
す
る
榔
の
登
場
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
の
種
の
榔
構
造
は
さ
ら
に
光
化
県
漢
墓
M
三
を
代
蓑
と
す
る
澗
空
澗
の
上
下
分
層
式

61 （79．1）
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楚墓から漢墓へ（黄）

ζ
長
裟
墓
M
二
世
の
よ
う
に
・
被
葬
者
の
埋
塗
問
と
そ
の
下
側
の
地
下
収
薩
ら
し
い
埋
蔵
窩
を
型
掃
る
階
段
状
の
上
下
分

層
式
に
分
け
ら
れ
る
。

　
光
暉
暉
漢
墓
M
三
は
、
上
下
分
層
式
榔
の
最
も
保
存
の
良
い
例
で
（
図
心
1
2
）
、
太
い
角
材
で
組
み
立
て
た
榔
は
長
さ
五
・
一
、
幅
四
・
二
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
上
層
北
側
に
被
葬
者
の
棺
が
置
か
れ
て
お
り
、
幅
○
・
二
四
メ
ー
ト
ル
の
模
造
門
扉
の
付
く
仕
切
板
が
あ
る
。
下

層
に
は
青
銅
器
、
漆
器
、
馬
桶
、
車
馬
具
及
び
生
活
用
具
な
ど
が
入
れ
ら
れ
、
こ
の
上
下
層
を
つ
な
ぐ
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
梯
子
ま
で
用
意
し
て
あ

る
。
一
方
、
東
岡
壁
寄
り
に
、
高
さ
一
・
九
五
、
幅
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
大
型
両
開
扉
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
外
側
は
完
全
に

密
閉
さ
れ
た
極
め
て
狭
い
空
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
実
用
性
は
な
い
。
こ
の
新
型
式
は
墓
と
い
う
よ
り
、
ま
る
で
一
つ
の
住
宅
空
間
を

表
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
榔
の
複
雑
化
の
一
方
で
、
中
小
型
墓
に
お
い
て
は
模
造
門
扉
の
普
及
が
楚
墓
の
系
譜
を
受
け
継
い
だ
形
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

雲
夢
県
睡
虎
地
墨
墓
で
は
、
頭
願
、
側
廟
の
仕
切
板
に
高
さ
約
五
〇
、
六
五
〇
セ
ン
チ
の
模
造
両
開
扉
が
多
数
認
め
ら
れ
（
図
八
1
8
）
、
雲
夢

県
睡
蓮
地
M
四
七
の
よ
う
に
、
一
枚
仕
切
板
に
二
組
の
模
造
両
開
扉
を
並
べ
る
例
も
少
な
く
な
い
（
割
球
1
1
0
）
。
ま
た
半
里
県
揚
家
山
秦
墓
M

　
　
⑲

＝
二
五
の
模
造
両
開
扉
に
は
銅
製
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
鋪
首
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　
漢
墓
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
模
造
門
扉
は
、
黒
八
1
8
～
1
1
に
示
し
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
が
、
ま
た
門
扉
と
窓
の
組
み
合
わ
せ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

特
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ば
睡
量
地
M
三
九
は
、
頭
繭
と
聖
廟
の
仕
切
板
に
両
開
扉
が
あ
り
、
単
記
の
模
造
門
扉
は
両
開
扉
を
中
心
に
そ
の
両
側

に
透
か
し
彫
り
の
窓
を
備
え
た
、
い
わ
ゆ
る
「
中
心
側
窓
」
に
な
っ
て
い
る
（
図
八
一
9
）
。
こ
れ
に
対
し
江
陵
鳳
鳳
山
M
＝
ハ
八
（
紀
元
前
＝
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
年
）
、
江
陵
「
安
陸
守
丞
縮
」
墓
M
八
（
紀
元
前
一
六
四
年
前
後
）
な
ど
に
は
、
窓
を
両
開
扉
の
上
部
に
設
け
た
「
上
窓
下
扉
」
の
タ
イ
プ
が
あ

る
（
図
八
！
1
1
）
。

　
前
漢
期
に
お
い
て
は
該
地
域
の
中
小
製
品
墓
の
模
造
門
扉
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
を
見
せ
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
榔
内
の
仕
切
板
に
多
方

向
に
設
置
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
最
高
一
メ
ー
ト
ル
前
後
に
お
さ
ま
る
。
つ
ま
り
、
い
ま
だ
に
実
用
性
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
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そ
の
製
作
手
法
や
所
在
位
置
な
ど
か
ら
し
て
、
い
ず
れ
も
楚
に
系
譜
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

①
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
科
学
出
版
社
、
｝
九
五
九

　
年
。
前
掲
「
漢
墓
の
変
容
一
瞬
か
ら
室
へ
」
『
史
林
』
窮
七
七
巻
第
五
号
。

②
　
湖
南
省
博
物
館
、
中
國
科
学
考
古
研
究
所
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』
文
物
出

　
版
社
、
一
九
七
三
年
。
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
馬
歯
堆
黒
、
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」

　
『
文
物
』
　
…
九
七
四
年
七
期
。

③
湖
北
省
博
物
館
コ
九
七
八
年
雲
夢
痴
漢
墓
発
掘
報
告
」
の
付
表
「
～
九
七
八

　
年
雲
夢
秦
漢
墓
登
詑
表
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
六
年
四
期
。

④
長
沙
市
文
物
工
作
隊
「
長
沙
西
郊
橿
梓
城
漢
墓
」
の
付
表
、
『
考
古
学
報
』
一
九

　
八
六
年
一
期
。

⑤
　
雲
夢
県
博
物
館
「
湖
北
雲
夢
木
匠
墳
泰
墓
発
掘
簡
報
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
七

　
年
四
期
。

⑥
　
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
高
台
一
八
号
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
九

　
三
年
八
期
。

⑦
楚
皇
城
考
古
発
掘
隊
「
湖
北
無
智
楚
皇
城
戦
圏
掛
雛
墓
」
『
考
古
』
一
九
八
○
年

　
二
期
。

⑧
　
湖
北
省
文
物
出
4
5
古
研
究
所
「
雲
夢
耀
崩
秦
漢
墓
地
第
一
次
発
掘
簡
古
」
『
江
漢

　
考
古
』
一
九
九
〇
年
三
期
。

⑨
　
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
編
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
泰
墓
』
文
物
出
版
社
、
　
九
八
一
年
。

⑩
中
圏
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
発
掘
報
告
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

⑪
湖
南
省
文
管
会
「
長
沙
揚
家
湾
M
O
O
六
号
墓
一
理
簡
報
」
『
文
物
参
考
資
料
』

　
　
九
五
照
年
＝
一
期
。
湖
南
省
文
管
会
「
長
沙
出
土
的
三
座
大
型
木
蟻
蚕
」
『
考

　
古
学
報
』
｝
九
五
七
年
一
期
。

⑫
　
「
題
湊
」
と
は
、
文
献
用
語
で
あ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
に
「
題
湊
」
の
記
載
が

　
あ
り
、
高
誘
の
謎
に
よ
っ
て
「
題
湊
、
複
塁
也
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

　
『
呉
越
春
秋
』
に
呉
王
の
娘
が
亡
く
な
っ
た
時
、
「
男
装
積
土
、
文
渡
洋
醐
…
、
題

　
湊
為
中
」
と
記
す
。
ま
た
『
礼
記
』
「
檀
弓
篇
」
を
講
釈
し
た
山
幕
が
「
歪
計
」

　
に
つ
い
て
「
以
端
題
湊
也
、
其
方
蓋
｝
尺
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
題
湊
」

　
と
い
う
用
語
の
出
現
は
、
早
く
と
も
戦
国
期
に
す
で
に
出
現
し
た
の
が
わ
か
る
が
、

　
そ
の
構
造
の
実
体
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
解
釈
通
り
実
在
す
る
か
ど
う
か
検
証
で
き

　
る
資
料
が
な
い
。
角
材
の
小
口
を
揃
え
て
一
部
の
榔
壁
を
作
っ
た
も
の
は
、
隣
西

　
省
鳳
翔
県
の
秦
公
～
号
墓
の
東
西
周
壁
に
似
た
よ
う
な
も
の
を
認
め
る
研
究
者
が

　
い
る
が
、
そ
の
仕
組
み
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
。
今
見
て
き
た
よ
う
に
楚
墓
の
榔
が
複
雑
化
す
る
変
遷
過
程
を
見
る
と
、

　
守
護
型
早
薬
は
、
前
漢
期
に
入
っ
て
か
ら
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

⑬
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
象
鼻
嚇
一
号
西
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
一
年
一

　
期
。

⑭
　
回
廊
内
の
仕
切
板
に
開
け
ら
れ
た
片
開
扉
は
、
古
代
建
築
の
「
戸
」
に
あ
た
る
。

⑮
　
長
沙
市
文
化
局
「
長
沙
威
家
湖
西
尾
鷲
媛
墓
」
『
文
物
』
一
九
七
九
年
三
期
。

⑯
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
「
江
陵
鳳
幽
山
　
六
八
号
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九

　
九
三
年
四
期
。

⑰
湖
北
省
博
物
館
「
光
化
五
座
墳
西
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
　
九
七
六
年
二
期
。

⑱
前
掲
『
長
沙
発
掘
報
告
』
科
学
繊
版
社
、
一
九
五
七
年
。

⑲
湖
北
二
割
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
県
揚
家
山
＝
二
五
号
秦
墓
発
掘
簡
報
」
『
文

　
物
』
～
九
九
三
年
八
期
。

⑳
　
雲
夢
県
文
物
工
作
組
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
奏
漢
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
八

　
一
年
一
期
。

②
　
長
江
流
域
第
一
一
期
考
古
工
作
人
員
訓
練
班
「
湖
北
江
三
極
型
山
西
漢
墓
発
掘
簡

　
報
』
『
文
物
琶
　
一
九
七
四
年
山
ハ
糊
岬
。
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四
　
榔
外
開
通
の
伝
播
と
碑
・
石
室
墓
の
導
入

　
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
楚
的
な
様
相
を
も
つ
榔
内
開
通
か
ら
榔
外
開
通
へ
の
動
き
、
具
体
的
に
言
う
と
漢
代
に
お
け
る
模
造
門
扉
や
玄
門
施

設
の
成
立
は
楚
文
化
の
栄
え
た
地
域
を
は
る
か
に
越
え
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

楚墓から漢墓へ（黄）

　
1
　
模
造
門
綴
の
流
行
と
玄
門
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
大
型
漢
墓
に
お
け
る
榔
内
開
通
の
動
向
を
見
よ
う
。
前
漢
前
期
後
半
頃
の
西
安
市
新
安
慰
廠
漢
墓
は
、
長
さ
九
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅

七
・
ニ
三
三
ト
ル
の
大
型
問
仕
切
貸
入
墓
で
あ
る
（
図
九
1
！
）
。
墓
黙
劇
に
向
か
っ
て
高
さ
○
・
六
と
○
・
七
メ
ー
ト
ル
の
内
外
二
重
の
模
造

門
扉
が
あ
る
。
内
側
門
構
え
の
両
側
に
は
試
写
左
右
の
側
廟
を
つ
な
ぐ
門
が
開
け
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
営
内
開
通
と
意
外
開
通
が
同
時
に
進
行

し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
き
な
榔
構
造
の
わ
り
に
、
そ
の
開
通
志
向
は
ま
だ
摸
造
門
扉
の
段
階
に
と
ど
ま
り
、
お
そ
ら
く
、
前
漢
前
期
の
都
地

域
に
お
け
る
大
型
榔
墓
で
は
、
象
鼻
噛
M
一
の
よ
う
な
実
用
門
扉
が
い
ま
だ
登
場
せ
ず
、
横
入
口
の
仕
組
み
は
成
立
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

わ
れ
る
。
前
漢
中
、
後
期
の
広
陵
王
墓
と
推
定
さ
れ
て
い
る
江
蘇
省
嵩
置
県
神
居
山
M
一
は
、
象
鼻
嚇
M
一
の
発
展
形
態
で
、
南
北
長
一
六
・

七
、
東
西
幅
一
四
・
三
二
：
ト
ル
を
計
る
。
南
北
両
側
に
二
本
の
傾
斜
墓
道
が
あ
り
、
そ
れ
に
面
し
て
前
後
の
二
つ
の
玄
門
が
設
け
ら
れ
る
。

そ
の
両
玄
門
の
間
に
回
廊
、
棺
室
を
つ
な
ぐ
三
つ
の
両
開
扉
が
あ
り
、
回
廊
内
の
離
島
廟
に
も
片
開
扉
が
設
置
し
て
あ
る
。
そ
し
て
、
象
溝
型

M
一
に
見
ら
れ
た
棺
窓
前
の
祭
祀
空
間
は
こ
こ
で
棺
廟
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
大
き
さ
に
増
大
し
、
ま
た
南
側
玄
門
の
前
側
に
羨
道
施
設
が

整
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
横
か
ら
入
る
仕
組
み
が
で
き
上
が
り
、
横
穴
系
室
隅
の
構
造
が
完
成
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
成
熟
し
た
も
の
が
北

　
　
　
　
　
　
　
　
③

京
大
藻
台
漢
墓
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
大
型
墓
以
外
の
中
、
小
型
漢
墓
の
構
造
上
の
変
遷
を
見
て
み
よ
う
。
前
漢
前
期
か
ら
後
漢
前
期
に
か
け
て
榔
墓
が
多
数
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ま
れ
た
広
東
省
広
州
漢
墓
で
は
模
造
門
扉
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
前
漢
前
期
の
上
下
二
層
式
の
M
一
一
三
四
は
、
榔
内
中
心
部
の
棺
願
の
四
面
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の
仕
釘
板
に
四
つ
の
模
造
門
扉
が
あ
る
。
南
側
と
北
側
の
仕
切
板
に
は
高
さ
○
・

八
、
幅
○
・
三
メ
ー
ト
ル
の
両
開
扉
が
あ
り
、
東
側
と
西
側
の
仕
切
板
に
は
高
さ

○
・
七
、
幅
○
・
六
メ
ー
ト
ル
の
門
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
上
下
層
に
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
る
側
驕
壁
に
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
…
梯
子
が
置
い
て
あ
る
。
ま
た
、
M
二
〇
六
〇
は

前
漢
中
期
以
後
の
南
方
地
域
に
お
け
る
上
下
分
層
駆
血
の
典
型
例
で
あ
る
。
下
層

の
副
葬
品
願
に
模
造
両
開
扉
が
あ
り
、
棺
廟
南
側
に
高
さ
一
、
幅
○
・
八
メ
ー
ト

ル
の
両
開
扉
、
そ
し
て
頭
廟
側
に
高
さ
一
・
四
、
幅
○
・
六
メ
ー
ト
ル
の
片
開
扉

が
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
頭
読
掛
の
都
壁
に
門
柱
と
封
門
板
の

組
合
せ
が
確
認
で
き
、
す
な
わ
ち
榔
外
開
通
を
も
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
、
こ
の
榔
壁
に
設
け
ら
れ
た
門
扉
の
規
格
を
見
る
と
実
用
と
い
う
に
は
少
し

窮
屈
な
感
じ
が
す
る
。

　
江
蘇
省
揚
州
地
区
で
調
査
さ
れ
た
前
漢
中
期
か
ら
後
漢
初
頭
に
か
け
て
の
榔
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
も
模
造
門
扉
が
見
い
だ
せ
る
。
前
漢
中
期
の
江
胡
場
M
一
は
棺
廟
と
頭
順
、
側

節
の
間
に
あ
る
二
つ
の
仕
切
板
に
「
上
窓
下
扉
」
の
仕
組
み
を
も
ち
、
仕
切
板
の

隙
間
に
浮
き
彫
り
．
で
建
築
門
園
、
宮
殿
、
玄
関
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

漢
後
期
の
江
蘇
翼
壁
銚
荘
M
一
〇
一
も
幕
内
開
通
と
榔
外
開
通
と
の
両
方
の
様
相

を
示
す
好
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
頭
願
、
側
脂
、
足
骨
の
仕
切
板
に
三
組
の
「
中
扉

幽
翠
」
を
も
ち
、
頭
側
側
の
榔
壁
に
は
両
開
扉
が
設
け
ら
れ
て
榔
外
へ
開
通
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
九
1
2
）
。
前
漢
後
期
の
揚
州
「
妾
回
書
」
墓
も
長
さ
七
、
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楚墓から漢墓へ（黄）

幅
四
・
五
、
高
さ
一
・
九
五
メ
…
ト
ル
の
榔
外
開
通
の
榔
墓
で
、
平
面
プ
ラ
ン
は
無
畏
型
回
廊
恩
讐
の
埋
蔵
空
間
と
一
致
し
て
い
る
。
棺
庸
南

側
に
両
開
扉
が
あ
り
、
こ
れ
と
向
き
合
う
満
了
壁
に
も
う
一
重
の
大
型
両
開
扉
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
図
九
i
3
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
さ
ら
に
、
安
徽
省
天
長
県
の
前
漢
後
期
の
漢
墓
詣
（
図
一
〇
）
や
山
東
省
文
登
石
弓
羊
村
の
前
漢
後
期
墓
な
ど
に
も
、
舌
内
仕
切
板
に
楚
墓
の

系
譜
に
由
来
す
る
摸
造
門
扉
を
設
け
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墓
例
か
ら
前
漢
後
期
ま
で
に
中
小
型
榔
墓
で
も
歯
内
開
通
や

玄
門
の
確
立
に
よ
っ
て
榔
外
開
通
が
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
大
型
榔
墓
に
お
い
て
先
行
し
て
進
め
ら
れ
た
榔
外
開
通
は
、
模
造
門
扉
の
玄
門
化
へ
の
変
質
を
伴
っ
て
、
長
江
中
流
域

の
楚
文
化
地
域
に
お
い
て
い
ち
早
く
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
二
重
玄
門
の
間
あ
る
い
は
旧
調
馬
前
面
の
頭
廟
の
と
こ
ろ
は
棺
の
内
外
を
結
ぶ
地

点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
し
だ
い
に
そ
こ
が
祭
祀
空
間
と
し
て
発
達
し
て
い
く
。
こ
の
祭
祀
空
間
を
増
大
さ
せ
た
結
果
、
高
郵
神
居
山
広
陵
戸

墓
と
北
京
大
藻
台
漢
墓
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
祭
祀
空
間
と
棺
室
が
徐
々
に
対
照
的
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
続
い
て
祭
麗
空
間
の
天
井

部
の
拡
大
と
い
っ
た
埋
葬
施
設
の
立
体
化
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
。
最
終
的
に
中
軸
線
配
当
型
前
堂
後
室
墓
が
定
着
し
、
本
格
的
な
横
穴
系
野

墓
の
確
立
に
い
た
っ
た
と
い
う
変
遷
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
外
開
通
に
つ
い
て
は
、
祭
祀
空
間
の
変
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
た
な
祭
祀
の
導
入
に
伴
っ
て
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
導
入
を
櫛
の
内
的
発
展
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
他
の
地
域
の
影
響
を

侭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

匠難

弼
一

図10　安徽省天長県漢墓

受
け
た
も
の
と
み
る
か
が
次
に
問
題
と
な
る
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
前
漢
中
期
ま
で
戦
国
期
の
楚

墓
的
要
素
、
つ
ま
り
あ
く
ま
で
榔
内
開
通
に
過
ぎ
な
い
模
造
門
扉
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
言
外
開
通
の
仕
組

み
が
依
然
と
し
て
根
強
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
後
者
の
考
え
を
支
持
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
埋
葬
施
設
に
お
け
る
玄
門
の
創
出
と
い
う
点
で
は
、
楚
墓
の
伝
統
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
の
漢
墓
が
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い
く
か
を
見
な
が
ら
考
え
る
の
が
適
当
で

あ
ろ
う
。
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勿
　
室
墓
の
発
達
と
普
及

　
前
漢
期
に
広
範
囲
に
生
じ
た
榔
か
ら
室
へ
の
転
換
が
、
や
が
て
祭
祀
前
堂
の
発
達
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
前
項
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ

る
。
そ
れ
は
長
江
中
流
足
す
な
わ
ち
楚
文
化
が
栄
え
た
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く
、
ま
ず
角
材
で
組
み
立
て
た
室
墓
は
、
前
漢
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
長
沙
王
族
「
劉
驕
」
墓
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
盗
掘
が
ひ
ど
い
た
め
、
室
内
構
造
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
中
軸
線
配
置
型
の
前
堂
後
室

墓
で
あ
る
こ
と
が
か
ろ
う
じ
て
わ
か
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
中
小
型
車
も
、
中
原
地
域
に
出
現
し
た
博
室
墓
の
影
響
を
受
け
、
角
材
や
碑
・
切
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
身
内
の
立
体
的
空
間
を
作
り
だ
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
湖
北
省
紀
南
城
毛
母
園
M
五
は
、
墓
底
や
内
部
を
区
切
る
隔
壁
な
ど
は
確
で
作
る
が
、

墓
の
四
壁
は
ま
だ
角
材
で
組
み
立
て
て
い
る
。
墓
の
頂
部
は
依
然
と
し
て
角
材
を
か
け
た
平
頂
と
な
っ
て
い
る
。
雑
誌
の
伝
統
を
残
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
、
碑
謀
叛
の
要
素
を
部
分
的
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
方
形
に
近
い
平
面
プ
ラ
ン
を
と
る
構
造
が
完
全
に
穂

室
墓
に
変
わ
っ
た
と
き
、
中
原
地
域
よ
り
一
歩
遅
れ
て
ア
ー
チ
頂
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、
前
漢
後
期
末
の
湖
北
寡
雨
門
市
子
陵
崩

　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

M
五
三
や
後
漢
前
期
の
荊
門
市
玉
皇
閣
漢
墓
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
前
漢
後
期
末
～
後
漢
初
頭
の
湖
北
省
議
陽
市
車
回
廠
漢
墓
は
、
平
面
プ
ラ
ン
が
榔
護
型
回
廊
式
腰
髄
の
伝
統
を
引
く
碑
懐
手
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
ア
ー
チ
頂
の
採
用
に
よ
っ
て
華
中
の
立
体
空
間
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
特
に
前
堂
の
ア
ー
チ
頂
が
中
央
の
双
棺
室
や
図
廊
の
ア
ー
チ
頂
よ

り
さ
ら
に
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
一
一
i
－
）
。
ま
さ
に
祭
祀
空
間
の
重
視
が
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ

る
・
ま
た
・
後
漢
中
期
の
湖
南
省
大
庸
市
R
M
二
七
（
三
一
T
2
）
と
s
M
㍉
は
・
籍
み
と
羅
み
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
・
と
も
に
高

く
て
広
い
横
長
の
ア
ー
チ
頂
前
堂
と
そ
の
後
方
に
並
列
す
る
中
身
室
が
あ
り
、
中
軸
線
配
置
型
前
堂
後
室
墓
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

造
は
回
廊
施
設
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
室
構
造
と
し
て
は
早
耳
M
二
〇
四
の
よ
う
な
横
長

の
前
堂
を
も
つ
中
軸
采
配
置
型
碑
雲
鶴
が
あ
り
（
図
一
一
一
3
）
、
そ
の
様
相
は
中
原
地
域
の
後
漢
期
の
香
雲
墓
構
造
と
よ
く
合
致
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
＝
1
4
）
、
同
蝦
藻
敏
M
一
、
湖
南
省
赤
斑
羊
舞
嶺
M
一
お
よ
び
長
沙
市
五
里
牌
M
一
に
代
表
さ
れ
る
耳

　
一
方
、
単
解
県
骨
子
壊
M
一

室
を
も
っ
た
前
堂
後
室
墓
が
、
比
較
的
広
範
融
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
形
態
と
見
ら
れ
る
も
の
に
絢
湘
郷
市
牧
羊
村
「
陽
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楚墓から漢墓へ（黄）
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図11長江中流域の漢代目墓
1．回廊型双面式室墓＝湖北省喪陽市車架廠M3

南省大庸RM27　3．同：湖南省資興県M204
雲夢軍子敦M1

2．中軸線量置型横長前堂後室墓：湖

4．中軸藩論置型前堂後室墓；湖北省

嘉
三
年
（
一
四
三
年
）
」
鍮
、
長
沙
市
五
里
牌
東
屯
虹

一
な
ど
の
よ
う
な
中
字
形
の
前
堂
後
室
墓
が
あ
る
。

最
も
単
純
な
薄
室
墓
と
し
て
は
、
両
袖
式
単
室
墓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

湖
南
省
資
興
M
四
九
八
、
同
彬
州
M
六
が
あ
り
、
資

興
漢
墓
に
は
片
袖
式
や
無
袖
式
と
見
ら
れ
る
蚕
室
墓

も
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
穂
室
墓
に
圧
倒
的
に

多
い
の
は
ア
ー
チ
頂
構
造
で
あ
り
、
長
沙
市
沙
湖
橋

　
　
　
㊧

A
M
四
一
の
よ
う
に
高
く
て
広
い
費
隆
頂
前
堂
と
ア

ー
チ
頂
後
室
を
有
す
る
も
の
が
典
型
で
あ
る
。
こ
う

し
た
薄
・
石
室
墓
の
場
合
、
横
入
口
の
施
設
と
し
て
、

一
旦
は
定
式
化
し
た
玄
門
が
、
し
だ
い
に
石
獣
や
封

門
碑
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
動
向
か
ら
、
長
江
中
流
域
に
お
い

て
は
中
原
よ
り
も
遅
れ
て
ア
ー
チ
頂
の
導
入
や
前
堂

後
室
墓
の
発
達
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
祭
祀

前
堂
の
発
達
と
と
も
に
榔
構
造
の
伝
統
が
崩
れ
て
い

く
こ
と
を
考
え
る
と
、
櫛
外
開
通
後
の
祭
祀
空
間
の

発
達
は
、
楚
の
伝
統
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
祭
祀
の

浸
透
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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そ
も
そ
も
、
楚
墓
榔
内
に
お
け
る
方
孔
や
模
倣
窓
・
門
が
生
み
だ
さ
れ
た
の
は
、
霊
魂
の
自
由
な
出
入
り
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

や
が
て
そ
れ
が
写
実
的
な
模
造
門
扉
の
形
成
に
と
も
な
っ
て
榔
内
開
通
が
成
立
し
て
い
く
中
で
、
霊
魂
お
よ
び
昇
仙
の
世
界
は
限
り
な
く
生
活

空
間
と
し
て
具
象
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
楚
の
地
域
の
み
に
特
有
の
動
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
延
長
で
、
こ
の
地
域
の
漢
墓

に
は
、
榔
内
開
通
の
模
造
門
扉
が
存
在
し
な
が
ら
、
玄
門
の
出
現
と
確
立
に
よ
っ
て
榔
外
へ
も
開
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
廓
内
に

お
け
る
祭
祀
空
間
の
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、
死
者
の
地
下
世
界
は
初
め
て
外
の
世
界
と
触
れ
合
う
。
そ
れ
が
、
地
上
の
人
間
に
よ
っ
て
新
た
な

祭
祀
が
地
下
に
も
ち
こ
ま
れ
る
契
機
と
な
り
、
祭
祀
堂
の
発
達
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
中
国
墓
制
史
上
に
お
け
る
変
革
を
促
す
要
因
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
①
　
郷
洪
春
「
挾
西
新
安
確
廠
漢
初
積
炭
墓
発
掘
報
告
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
〇
　
　
　
　
　
期
。

　
　
年
四
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
安
徽
省
文
物
工
作
隊
「
安
徽
天
長
県
漢
墓
的
発
掘
報
告
」
『
考
古
』
一
九
七
九
年

②
中
国
社
会
科
学
院
考
古
究
研
所
『
薪
中
国
的
考
古
発
現
和
醗
究
』
第
四
四
五
頁
、

　
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
文
物
編
輯
委
員
会
『
文
物
考
古
工
作
十
年
（
一
九

　
七
九
～
一
九
八
九
年
）
』
第
一
〇
九
頁
、
文
物
出
版
社
、
　
一
九
九
〇
年
。
ま
た
掲

　
州
漢
墓
博
物
館
で
筆
者
が
愚
見
し
た
資
料
に
よ
る
。

③
　
中
醐
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
北
京
大
縞
台
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八

　
九
年
。

④
　
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
、
広
州
市
博
物
館
『
広
州
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一

　
九
八
一
年
。

⑤
　
南
京
博
物
院
、
揚
州
市
博
物
館
「
江
蘇
揚
州
七
里
旬
総
代
木
榔
墓
」
『
考
古
』

　
一
九
六
二
年
八
期
。
揚
州
市
博
物
館
「
揚
州
東
風
碑
瓦
廠
八
、
九
号
漢
墓
清
理
簡

　
報
」
『
考
古
』
一
九
八
二
年
三
期
。
揚
州
博
物
館
「
揚
州
東
風
確
瓦
廠
漢
代
木
榔

　
群
」
『
考
古
』
」
九
八
○
年
五
期
。

⑥
揚
州
博
物
二
等
「
揚
州
邪
江
県
電
場
漢
墓
」
『
文
物
』
一
九
入
○
年
三
期
。

⑦
揚
州
博
物
館
「
江
蘇
那
江
銚
荘
～
○
臨
写
漢
墓
」
『
文
物
』
一
九
八
八
年
二
期
。

⑧
　
揚
州
市
博
物
館
「
揚
州
西
漢
「
妾
莫
書
鵡
木
榔
墓
」
『
文
物
嘔
一
九
八
O
年
一
二

　
四
期
。

⑳
山
東
省
文
物
管
理
処
「
山
東
文
悪
露
的
挿
木
構
墓
園
漆
器
」
『
考
古
学
報
』
一
九

　
五
七
年
一
期
。

⑭
前
掲
『
長
沙
発
掘
報
告
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

⑫
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
「
紀
南
城
照
日
園
新
葬
暴
漢
墓
」
『
江
漢
考
古
』
一
九

　
九
匹
年
四
期
。

⑬
　
長
江
中
流
域
の
漢
墓
に
つ
い
て
調
査
資
料
が
多
い
が
、
正
式
に
公
表
ざ
れ
た
も

　
の
は
少
な
い
。
筆
者
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
碑
で
墓
の
四
壁
を
作
り
、
頂
部
の

　
み
に
角
材
で
蓋
を
か
け
る
平
頂
の
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

　
る
。

⑭
荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
市
子
陵
崩
古
癖
発
掘
暴
走
」
『
図
星
考
古
』
　
九
九
〇
年

　
四
期
。

⑮
　
荊
門
市
博
物
館
「
門
門
管
玉
皇
閣
東
漢
墓
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
〇
年
賜
期
。

⑯
　
炎
鶴
市
博
物
館
「
覆
陽
墓
薙
架
廠
古
墓
溝
理
簡
報
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
四

年
四
期
。
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楚墓から漢墓へ（黄）

⑰
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
「
湖
南
大
黒
愛
機
碑
勝
越
」
『
考
古
』
一
九
九
四
年
一

　
二
期
。

⑯
湖
南
省
博
物
館
「
湖
南
資
興
束
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
～
期
。

⑲
雲
夢
博
物
館
「
雲
夢
躍
子
敏
一
号
墓
清
理
簡
報
」
『
江
漢
考
古
』
　
九
九
〇
年
二

　
期
。

⑳
雲
夢
博
物
館
「
湖
北
雲
夢
顯
痢
敏
一
号
墓
清
理
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
八
四
年
七

　
期
。

⑳
　
益
陽
地
区
文
物
工
俘
隊
「
益
陽
羊
舞
嶺
戦
国
東
漢
墓
清
理
簡
報
」
『
湖
南
考
古

　
輯
刊
』
一
～
、
　
　
九
八
四
年
。

＠
　
長
沙
市
文
物
工
作
隊
「
長
沙
市
左
堅
粥
、
五
里
蔦
蔓
漢
墓
」
『
湖
南
省
博
物
館

　
文
集
』
一
九
九
一
年
。

⑯
　
湘
潭
霧
文
物
工
作
隊
「
湘
郷
帯
近
郊
発
現
紀
年
東
漢
墓
」
『
湖
南
文
物
』
三
、
一

　
九
八
八
年
。

⑭
湖
南
省
彬
州
地
区
文
物
工
俘
隊
「
湖
南
省
彬
州
漢
墓
清
理
簡
報
」
『
考
古
』
一
九

　
八
五
年
八
期
。

⑳
李
正
光
等
「
長
沙
沙
湖
樵
認
帯
古
墓
発
掘
報
告
」
『
考
古
掌
報
』
「
九
五
七
年
四

　
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
楚
、
漢
墓
の
副
葬
品
か
ら
見
た
地
下
世
界

　
最
後
に
、
愈
愈
開
通
か
ら
榔
外
開
通
、
そ
し
て
祭
祀
堂
の
発
達
と
移
っ
て
い
く
構
造
上
の
変
化
は
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
埋

葬
理
念
の
変
化
に
由
来
し
た
も
の
か
、
以
上
の
変
化
と
副
葬
品
組
成
に
考
察
を
加
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
楚
墓
に
お
け
る
副
葬
品
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
二
通
り
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
被
葬
者
の
生
前
の
生
活
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
も
う
一
つ
は
、
鎮
墓
獣
や
避
邪
、
霊
魂
昇
仙
な
ど
の
思
想
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
に
は
、
双
拳
角
器
、
桃
枝
偶
人
や
鎮
墓
獣
、

　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

木
根
彫
「
避
邪
」
、
怪
獣
鬼
追
図
や
魂
を
導
い
て
、
天
界
へ
昇
進
す
る
龍
鳳
の
舟
の
絵
画
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
漢
書
』
「
地
理
志
」
の
「
巫

と
鬼
を
信
じ
、
淫
祀
を
重
ん
ず
」
の
記
事
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
鬼
神
崇
拝
・
巫
術
信
仰
お
よ
び
霊
魂
昇
仙
思
想
が
楚
文
化
の
特
色
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
色
濃
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
出
土
し
た
毒
煙
や
皿
、
種
実
か
ら
知
ら
れ
る
果
物
の
供
献
の
痕
跡
も
、
昇
仙
思
想
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
戦
国
時
代
に
お
け
る
楚
墓
の
副
葬
品
の
最
も
注
目
す
べ
き
変
化
と
言
え
ば
、
明
器
の
出
現
と
使
用
の
増
加
で
あ
る
。
春
秋
期
の
楚
墓
は
、
漸

　
　
⑤

川
下
寺
の
楚
の
王
室
墓
地
の
副
葬
品
の
組
成
に
典
型
酌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
青
銅
礼
器
、
楽
器
、
兵
器
を
中
心
に
、
実
用
の
車
馬
や
殉
死
し
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た
人
間
、
馬
、
犬
な
ど
が
葬
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
埋
納
に
つ
い
て
は
何
ら
法
則
性
が
見
え
ず
、
皆
実
物
の
ま
ま
で
墓
に
入
れ
ら
れ
る
、

こ
う
い
う
こ
と
は
同
時
期
の
中
原
地
域
の
埋
葬
風
習
に
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
支
配
階
級
の
権
力
を
誇
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
て
、
戦
国
前
期
の
「
曾
侯
乙
』
墓
で
は
、
す
で
に
一
五
四
〇
点
の
副
葬
品
を
用
途
別
に
榔
ご
と
に
整
然
と
埋
蔵
し
て
い
る
。
中
景
は
列
鼎
、

隔
等
の
青
銅
製
舌
風
や
編
鐘
、
磐
、
琴
等
の
楽
器
お
よ
び
酒
器
が
主
で
、
東
榔
は
「
曾
侯
乙
」
の
棺
榔
と
殉
死
者
の
棺
を
中
心
に
車
輿
、
衣
服
、

箪
笥
、
兵
器
の
一
部
が
納
め
て
あ
る
。
北
榔
は
兵
器
、
武
具
を
主
と
し
た
武
器
庫
か
防
備
施
設
で
あ
り
、
馬
櫛
は
殉
死
者
の
み
で
あ
る
。
こ
の

一一

ﾂ
の
例
を
比
べ
る
と
、
青
銅
製
礼
器
を
中
心
に
し
た
大
量
し
か
も
不
規
則
の
埋
立
か
ら
、
現
実
生
活
の
場
を
描
く
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
傾

向
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
副
葬
品
の
ほ
と
ん
ど
や
殉
死
の
人
間
、
犬
な
ど
は
依
然
と
し
て
実
物
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
戦
国
中
期
に
入
り
、
楚
墓
の
副
葬
品
は
さ
ら
に
豊
寓
に
な
り
、
若
虫
や
供
献
物
、
飲
食
器
、
食
糧
、
調
度
贔
な
ど
、
現
実
生
活
用
の
品
々
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ほ
と
ん
ど
出
揃
い
、
陶
製
や
木
製
明
器
の
採
用
が
普
遍
化
す
る
。
と
く
に
写
実
的
表
現
手
法
を
も
つ
桶
の
埋
葬
が
多
く
な
る
。
包
山
M
二
は
、

中
央
棺
願
に
被
鶴
瀬
の
大
面
や
剣
、
玉
な
ど
の
身
の
ま
わ
り
の
晶
女
だ
け
を
納
め
、
旋
回
状
を
呈
す
る
個
々
の
副
葬
品
側
頭
は
、
用
途
別
に
は

っ
き
り
と
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
東
側
脂
は
礼
器
と
飲
食
器
が
主
で
あ
り
、
南
側
廟
は
兵
器
、
車
馬
具
が
多
く
、
北
側
廟
は
巳
常
生
活
用
品

や
竹
簡
文
書
な
ど
を
揃
え
て
あ
り
、
西
側
願
は
外
出
用
の
生
活
品
や
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
陶
器
、
木
製
楽
器
な
ど

副
葬
専
用
湿
た
る
明
器
が
少
数
な
が
ら
実
用
贔
と
同
時
に
採
用
さ
れ
、
手
足
、
顔
、
懸
な
ど
を
生
き
生
き
と
表
現
し
た
大
き
な
木
製
の
桶
が
あ

り
、
初
翰
墨
の
写
実
的
な
形
態
を
示
し
て
い
る
。
副
葬
品
の
配
置
は
遣
策
文
の
記
載
と
も
一
致
し
、
現
実
社
会
の
生
活
場
面
を
そ
の
ま
ま
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
よ
う
な
配
慮
が
強
く
働
い
て
い
る
。
戦
国
後
期
の
信
陽
楚
墓
で
も
、
副
葬
品
の
器
種
組
成
は
包
山
楚
墓
と
一
致
し
、
生
活
陶
器
が
す
べ
て

明
器
と
な
り
、
ま
た
木
製
編
鐘
、
木
製
編
笠
、
二
十
一
点
の
彩
色
木
儒
お
よ
び
木
製
十
年
獣
な
ど
の
明
器
や
木
桶
が
増
加
し
、
実
用
品
と
併
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
埋
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
前
漢
前
期
に
な
る
と
、
同
地
域
に
お
け
る
漢
墓
の
副
葬
品
は
、
長
沙
市
藩
王
堆
M
一
の
よ
う
に
、
導
．

引
図
や
桃
木
小
桶
な
ど
の
よ
う
な
楚
文
化
系
の
遺
物
を
残
し
な
が
ら
、
明
器
と
実
用
品
が
拮
抗
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
明
器
の
出
現
、
普
及
、
使
用
量
の
増
加
は
、
他
地
域
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
漢
代
に
な
っ
て
さ
ら
に
陶
製
明
器
の
器
種
の
申
に
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⑩

竃
、
井
戸
、
倉
の
組
み
合
わ
せ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

の
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
も
現
実
の
社
会
生
活
を
地
下
世
界
に
投
影
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も

①
　
邸
東
聯
「
鎮
墓
獣
弁
考
」
『
江
漢
考
古
軸
｝
九
九
四
年
二
期
。
劉
敦
願
「
試
論

　
戦
罵
芸
術
品
中
的
鳥
蛇
糖
闘
題
材
」
『
湖
南
考
古
輯
刊
』
一
、
一
九
八
二
年
。

②
　
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
『
江
暴
馬
山
一
号
墓
』
文
物
臨
版
社
、
一
九
八
五
年
。

③
籍
兵
「
霊
魂
之
舟
一
鞭
吊
爾
新
語
」
『
湖
南
考
古
輯
刊
』
二
、
一
九
八
四
年
。

　
非
辮
「
藩
王
堆
漢
墓
芸
術
贔
与
巫
文
化
」
『
湖
南
博
物
館
文
集
』
一
九
九
一
年
。

④
　
曾
布
川
寛
『
箆
掃
山
へ
の
昇
仙
一
古
代
中
国
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
』
中

　
公
新
書
、
一
九
八
｝
年
。

⑤
　
前
掲
『
漸
川
下
寺
春
秋
楚
墓
臨
文
物
出
版
社
、
｝
九
九
一
年
。

⑥
前
掲
『
曾
侯
黙
黙
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

⑦
　
前
掲
『
包
山
楚
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

⑧
　
河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
用
楚
墓
』
文
物
出
版
社
、
｝
九
八
六
年
。

⑨
前
掲
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。
松
崎
つ
ね
子

　
「
戦
国
秦
漢
の
墓
葬
に
見
る
地
下
世
界
の
変
遷
一
馬
王
堆
漢
墓
を
手
が
か
り
に

　
i
」
『
古
代
文
化
』
一
九
九
三
年
五
期
。

⑩
前
掲
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
。
前
掲
『
広
州
漢
墓
』

　
文
物
出
版
社
、
　
九
八
一
年
。

お
　
わ
　
り
　
に

楚墓から漢墓へ（黄）

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
模
造
門
扉
に
代
表
さ
れ
る
楚
、
漢
墓
の
構
造
上
の
変
容
と
副
葬
品
組
成
の
変
化
が
よ
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
と
も
に
埋
葬
思
想
の
変
容
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
埋
葬
思
想
に
お
け
る
変
容
は
、
お
そ
ら
く

楚
が
先
行
性
を
も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
局
地
的
現
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
や
が
て
全
土
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
漢
墓
の
変
容
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
で
あ
る
埋
蔵
空
間
の
立
体
化
と
墓
内
祭
祀
空
間
の
発
達
は
、
前
漢
中
期
に
盛
ん
に
な
り
、
後
漢

前
期
に
は
祭
祀
前
堂
と
後
鼻
室
を
中
心
と
し
た
漢
墓
構
造
の
基
本
プ
ラ
ン
が
定
式
化
し
、
急
激
に
全
土
へ
波
及
し
て
い
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
埋
葬
施
設
に
お
け
る
新
様
相
の
確
立
お
よ
び
急
激
な
全
土
的
波
及
に
は
何
ら
か
の
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
可
能
性
の

一
つ
と
し
て
、
儒
教
の
存
在
、
す
な
わ
ち
漢
帝
国
の
権
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
が
直
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

測
で
き
る
。
儒
教
は
生
命
論
と
し
て
の
孝
を
基
礎
に
し
た
家
族
理
論
の
上
に
政
治
理
論
が
存
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
祖
先
の
祭
肥

を
絶
や
さ
な
い
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
族
が
国
家
社
会
の
中
で
安
定
し
た
地
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
事
を
意
味
す
る
。
こ
の
儒
教
の
礼
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教
性
こ
そ
が
、
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
発
展
す
る
一
方
で
、
家
族
単
位
に
お
け
る
埋
葬
と
い
う
私
的
行
為
の
中
に
ま
で
浸
透
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
宗
廟
や
社
・
壇
な
ど
の
よ
う
な
別
霜
で
の
天
・
地
・
祖
先
を
祭
る
風
習
に
か
え
て
、
祖
先
祭
祀
の
儀
式
を
墓
室
に

持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
祖
霊
信
仰
に
関
わ
る
遺
物
は
、
木
質
の
残
り
や
す
い
楚
の
地
域
に
あ
る
湖
南
省

長
沙
市
馬
面
堆
M
三
、
湖
北
省
皇
陵
南
幌
山
M
一
〇
、
M
一
六
八
に
み
ら
れ
る
前
漢
前
期
の
竹
木
簡
文
の
「
告
地
策
」
が
最
古
の
も
の
で
は
あ

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
が
、
後
漢
に
な
る
と
、
朱
書
瓶
、
御
器
瓶
な
ど
が
大
量
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
風
習
が
極
め
て
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
漢
墓
に
お
け
る
埋
蔵
空
間
の
立
体
化
と
祭
祀
前
堂
の
発
達
は
、
墓
内
で
被
葬
者
本
人
と
祖
先
に
対
す
る
祭
祀
儀
礼
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
り
、
こ
こ
に
漢
帝
国
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
国
家
統
治
の
方
策
と
し
て
の
儒
教
支
配
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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①
『
論
語
』
「
学
而
篇
」
、
「
為
政
篇
」
。
『
禮
記
』
「
祭
義
篇
」
。
侯
外
塵
『
中
国
思

　
想
通
史
』
第
二
巻
「
両
漢
思
想
」
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。
加
地
伸
行
『
儒

　
教
と
は
何
か
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
。
同
『
申
國
倫
理
学
史
研
究
i
経

　
学
の
藻
磯
釣
探
究
』
研
文
出
版
、
一
九
八
三
年
。

②
黄
盛
環
「
江
陵
高
台
漢
墓
新
出
告
地
策
、
商
策
与
相
関
制
度
発
復
」
『
江
漢
考

　
古
騙
一
九
九
陽
年
二
期
。

③
　
小
南
一
郎
「
漢
代
の
撫
霊
観
念
」
『
東
方
学
報
』
京
都
第
六
十
六
冊
、
…
九
九
四

　
年
三
月
。

図
版
出
典

　
図
一
　
塗
沫
若
主
題
『
中
国
史
稿
地
図
集
』
（
上
扇
」
「
暮
秋
時
期
黄
河
長
江
中
下

　
　
游
地
区
」
地
図
出
版
社
（
一
九
七
九
年
）
の
改
．
作
。

　
図
　
一
湖
北
省
掛
盤
鉄
路
考
古
隊
『
包
山
場
墓
』
（
一
九
九
一
年
）
図
二
九
二
二

　
　
一
。

　
鋼
一
漏
　
1
“
湖
北
省
鋼
州
地
区
博
物
館
『
五
綾
雨
台
山
楚
墓
』
（
一
九
八
四
年
）
潤

　
四
。
2
輔
湖
北
省
宜
昌
地
区
博
物
館
、
北
京
大
学
考
古
系
『
山
陽
趙
家
湖
楚
墓
』

　
（
一
九
九
二
年
）
図
一
〇
。

図
四
　
　
1
闘
｛
女
徽
省
H
六
府
鳳
爪
文
管
所
…
「
｛
女
目
論
ハ
｛
女
旧
雄
城
西
窪
鋤
撒
2
号
野
墓
」
『
出
喝

　
古
』
一
九
九
五
年
二
期
、
図
二
・
三
。
2
榊
潜
江
県
博
物
館
「
錦
江
中
薬
小
黄

　
家
寝
姿
墓
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
八
年
四
期
、
図
四
。
3
”
湖
北
省
荊
沙
鉄
路

　
考
古
隊
『
包
山
楚
墓
』
（
｝
九
九
一
年
）
図
三
三
の
1
二
二
五
の
一
。
4
榊
湖
北

　
省
博
物
館
『
曾
霞
継
墓
』
（
一
九
八
九
年
）
繋
留
・
入
。

図
五
　
1
…
前
掲
『
江
陵
雨
台
山
楚
墓
』
（
一
九
八
四
年
）
図
二
　
の
一
、
4
。

　
2
鱒
荊
州
地
区
博
物
館
「
湖
北
荊
州
傳
瓦
廠
二
号
楚
墓
」
『
江
漢
考
古
騒
一
九
八

　
四
年
一
期
、
図
二
・
雀
。
3
”
湖
北
省
博
物
館
江
陵
渓
峨
山
楚
墓
」
『
考
古
』

　
一
九
八
閥
年
端
緬
羊
、
図
二
・
　
二
。
4
”
汀
一
南
扇
爪
幽
鬼
物
館
「
江
…
陵
渓
峨
山
禁
［
墓
」

　
『
江
漢
考
省
』
一
九
九
二
年
四
期
、
畷
三
・
四
。
5
”
同
『
江
陵
雨
台
山
楚
墓
』

　
（
一
九
八
四
年
）
、
図
一
七
・
一
八
・
二
〇
。
6
肺
長
沙
市
文
物
工
作
隊
「
長
沙

　
市
荷
花
池
㎝
号
戦
国
木
榔
墓
発
掘
報
皆
」
『
湖
南
考
古
輯
刊
』
五
、
（
一
九
入
九

年
）
、
國
五
．
七
．
入
。
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図
六
　
1
鱒
長
沙
市
文
化
局
「
長
沙
成
家
湖
西
漢
曹
撰
墓
」
『
文
物
』
一
九
七
九
年

　
三
期
、
図
二
・
一
九
お
よ
び
『
中
国
考
古
学
会
第
一
次
年
会
論
文
集
』
（
一
九

　
八
○
年
）
愈
偉
超
論
文
の
図
の
3
に
加
筆
改
作
。
2
”
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙

　
象
鼻
嚇
一
号
羅
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
　
九
八
～
年
一
期
、
図
三
．
四
．
五
．

　
六
に
加
筆
改
作
。

図
七
　
1
u
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
「
江
陵
鳳
鳳
則
一
六
八
・
・
写
漢
墓
」
『
考
古

　
学
報
臨
［
九
九
三
年
四
期
、
図
二
・
三
（
右
Y
五
に
加
筆
改
作
。
2
η
湖
北

　
省
博
物
館
「
光
化
五
座
墳
西
里
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九
七
六
年
二
期
、
図
四
。

唐
山
　
1
一
前
掲
『
曾
侯
乙
墓
』
（
一
九
八
九
年
）
、
図
。
2
”
前
掲
『
江
陵
雨
台

　
山
早
薬
』
（
一
九
八
四
年
）
、
図
二
一
の
4
。
3
”
荊
州
地
区
博
物
館
「
湖
北
荊

　
州
確
瓦
廠
二
号
楚
墓
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
八
四
年
一
期
、
図
三
。
4
”
湖
北

　
省
博
物
館
江
陵
工
作
隊
「
江
陵
渓
峨
山
楚
墓
」
『
考
古
’
二
九
八
四
年
六
期
、
図

　
三
。
5
叫
湖
北
省
博
物
館
等
「
湖
北
江
陵
太
暉
観
五
〇
号
楚
墓
」
『
考
古
』
「
九

　
七
七
年
一
期
、
図
こ
の
一
。
6
”
岡
『
江
陵
雨
台
山
楚
墓
』
の
図
｝
七
。
7
”

　
長
沙
市
文
物
工
作
隊
「
長
沙
留
芳
難
戦
国
墓
発
掘
簡
報
」
『
湖
南
文
物
』
第
一

　
輯
、
（
一
九
八
六
年
）
、
図
二
。
8
”
『
雲
夢
睡
露
地
秦
墓
』
（
　
九
八
一
年
）
、

図
六
。
9
n
雲
夢
中
文
物
工
作
組
「
湖
北
夢
睡
虎
地
秦
漢
墓
発
掘
簡
報
」
『
考

　
古
』
　
九
八
一
年
一
期
、
髄
鞘
の
A
。
1
0
”
湖
北
省
博
物
館
コ
九
七
八
年
雲

　
夢
秦
漢
墓
発
掘
報
告
」
『
考
古
学
報
臨
「
九
八
六
年
四
期
、
図
四
の
2
。
U
“

　
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
「
江
陵
鳳
鳳
山
一
六
八
号
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九

　
九
三
年
四
期
、
図
五
。
1
2
”
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
象
鐸
嚇
一
号
西
漢
墓
」
『
考

　
古
学
報
』
…
九
八
｝
年
一
期
、
無
慾
。

図
九
　
1
”
鄭
洪
春
「
験
西
新
安
薄
廠
漢
初
積
炭
墓
発
掘
報
告
」
『
考
古
与
文
物
』

　
…
九
九
〇
年
四
期
、
図
譜
・
七
・
八
。
2
殉
江
蘇
直
江
挑
荘
｝
○
｝
号
漢
墓
」

　
『
文
物
』
一
九
八
八
年
二
期
、
図
南
・
四
。
3
”
揚
州
市
博
物
館
「
揚
州
西
漢

　
「
妾
莫
書
」
木
榔
墓
」
『
文
物
』
一
九
八
○
年
一
二
期
、
図
一
一
。

図
一
〇
安
徽
省
文
物
工
作
隊
「
安
徽
天
長
県
漢
墓
的
発
掘
報
告
」
『
考
古
』
一
九

　
七
九
年
四
期
、
図
一
二
。

図
一
一
　
1
”
茶
陽
市
博
物
館
「
曝
露
市
単
架
樋
古
粛
清
理
簡
報
」
『
江
漢
考
古
隔

　
…
九
九
四
年
鷹
月
、
八
二
。
2
η
湖
南
省
文
物
考
宵
研
究
所
「
湖
南
大
庸
東
漢

　
確
室
墓
」
『
考
古
』
一
九
九
四
年
一
二
期
目
図
九
。
3
”
湖
南
省
博
物
館
「
湖

　
南
資
興
東
漢
墓
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
一
期
、
図
一
五
の
A
、
B
、
C
。

　
4
”
雲
夢
博
物
館
「
雲
勢
翠
子
二
一
号
国
尽
理
簡
報
」
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
〇

　
年
二
期
、
付
図
。

　
〔
謝
辞
〕
本
論
は
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
…
九
九
四
年
度

の
年
間
報
告
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
小
野
山
簸
、
山
中
一
郎
両
先
生
に
御
指

導
頂
い
た
。
高
橋
克
灘
氏
に
は
素
稿
段
階
で
属
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
の

御
教
示
を
賜
り
、
文
章
構
成
な
ど
に
関
し
て
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
ま
た
、
森
下
章
司
、

一
瀬
和
夫
、
山
本
圭
二
、
大
賀
克
彦
、
魚
津
知
克
、
中
村
潤
子
、
向
日
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
諸
先
生
な
ど
か
ら
有
益
な
御
助
言
、
御
鞭
蜷
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
資

料
の
実
見
に
あ
た
っ
て
は
、
湖
南
省
博
物
館
、
湖
北
省
博
物
館
お
よ
び
同
考
古
学
研

究
所
、
荊
州
博
物
館
、
揚
州
漢
墓
博
物
館
の
多
く
の
方
々
に
御
協
力
を
得
て
お
り
、

そ
し
て
、
修
士
課
程
在
学
中
に
米
山
奨
学
金
を
い
た
だ
き
、
特
に
西
岡
諄
氏
に
色
々

御
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
、
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）
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From　Chu　Period　Tombs　to　Han　Period　Tombs：

The　Trend　Towards　More　Open　Tomb　Structures

by

HuANG　Xiaofen

　　The　most　important　change　in　Chinese　tomb　structure　between　tlte

Chu楚period　and　the　Han漢period　was　the　addition　of　a　chamber　of

rites　i祭祀堂，　An　important　factor　in　th圭s　change　was　the　opening　of．

the　tomb’s　interior．

　　This　thesis　uses　typological　study　to　examine　botlt　characteristics　and　・

changes　in　tomb　structures　of　the　Centrai　Yangtze　River楊子江region

from　the　Chu　period　to　the　Qin・Han秦漢period，　and　attaches　great

importance　to　the　emergence　and　formation　of　a　double－door　in　the　tomb．

Duting　the　Warring　State　Period，　burial　chambers　became　rnore　complex．

Decorative　windows　and　miniature　double－doors　emerged　in　the　partition　・

boards　so　the　decsased’s　soul　could　move　around　in　the　Guo榔structure．

These　realistic　miniature　double－doors，　together　with　spaces　in　the　burial

chamber，　were　meant　to　be　equivalent　to　those　in　real　houses　；　the　world

of　the　spirits　was　meant　to　be　just　the　real　world．　ln　this　way，　Chu

tombs　moved　earli’er　than　those　in　any　other　ateas　to　open　up　the　tradi－

tionally　closed　burial　chamber．

　　In　the　Qin－Han　period，　thses　miniature　double－doors　wete　adopted　in－

tombs　in　other　regions　as　well．　in　larger　tombs，　a　main　eritrance　that

led　outside　of　the　burial　chamber　appeared．　A　separate　room　for　rituals

under　the　ground　broght　the　world　of　the　dead　person　in　contact　with・

the　outside　world．　Later　on，　medium　and　small－sized　tombs　also　incor－

porated　an　opening　between　the　burial　chamber　and　the　passageway　into，

the　tomb．　This　formed　the　basis　for　typical　Han－period　tornbs　in　which

new　rituals　were　performed　underground　in　front　of　the　deceased．．　These

new　rituals　allow　us　to　see　how　wi．despread　Confucian　pra6tice儒教

had　become　in　the　Han　dynasty．

（835）




